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発刊によせて

埼玉県北部に位置する荒川中流低地は、県下有数の農業地帯で、首都圏への農産物

の安定供給などに欠かせない地域となっています。

六堰頭首工は、江戸時代に開削された農業用水への六箇所の取水堰を昭和初期に一

箇所に統合し、熊谷市など2市3町2村にわたる取水施設として建設されたものです。

しかし、近年は荒川の河床低下などで機能が著しく低下するとともに、周辺の都市

化や混住化により、農業用水としての水質悪化などの問題が生じております。

そこで、「大里農地防災事業計画」に基づき、六堰頭首工の改築と基幹用水路の改修

を行うこととなりました。頭首エ位置決定には計画洪水量への影響の有無や構造、規

模、取水の確保だけでなく、川本町指定名勝「鶯の瀬」や周辺の自然環境保護の観点

から、現在より 100m下流に改築することといたしました。

この事業は、用水施設の機能回復と災害の未然防止及び農業用水の水質改善を行い、

農業用水の合理的利用、管理形態の適正化、農業生産環境の改善を図り、農業生産性

の向上と農業経営安定化に寄与しようとするものです。

また、このたびの事業地内には、古墳時代後期から奈良•平安時代の集落跡が確認

されていましたが、それらがこの地の古代の生活を知る上で貴重な埋蔵文化財との認

識のもと、やむを得ず現状保存できない部分については、発掘調査を行い記録保存の

措置をとりました。

ここに、成果の一部を報告書にまとめ刊行することにいたしました。地域の歴史を

後世に伝える貴重な資料として活用されることを祈念して発刊の辞といたします。

平成13年3月

農林水産省関東農政局

埼玉東部土地改良建設事務所

所長伊藤一幸
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埼玉の母なる川、荒川は、甲武信岳をはじめ奥秩父山地を水源とし、埼玉県の中央

部を貫流し、途中幾多の支流を集めながら流域を潤し、常に人々の生活と密接に関わ

りをもってきました。また、川本町の荒川には白烏の飛来地として、毎年の冬の到来

とともに数十羽のコハクチョウが飛来し、人々の目を楽しませています。

この豊かな自然環境の中で、古代から生活の場としてこの地に暮らしてきた証とし

て、多くの足跡が残されています。現在では、首都圏近郊における重要な食料生産地

として、また花舟栽培なども盛んに行われています。

さらに荒川は農業用水利施設として、近世に六箇所の堰が設けられ、これらを荒川

六堰と総称しました。昭和14年に六箇所の堰を統合し六堰頭首エが整備されましたが、

現在の六堰頭首工は、荒川の河床低下や都市化など環境変化による問題が生じてきま

した。こうした事態に対応するため、農林水産省が主体となり、六堰頭首工改築工事

が計画されました。

改築工事事業地内には、周知の埋蔵文化財包蔵地として、如意遺跡・川端遺跡の一

部が該当しておりました。上記の埋蔵文化財の取扱については、関係諸機関で慎重に

協議を重ねてまいりましたが、やむを得ず記録保存の措置が講じられることとなりま

した。

発掘調査は、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課の調整に基づき、農林水産省関

東農政局の委託を受け、当事業団が実施いたしました。

発掘調査の結果、如意遺跡は古墳時代後期から奈良•平安時代にわたる集落遺跡で

あることが明らかになり、竪穴住居跡や土器焼成遺構などの、貴重な埋蔵文化財が発

見されました。また、竪穴住居跡からは、古墳時代後期から奈良•平安時代の土師器

や須恵器が出土し、当地域の歴史を明らかにする上で貴重な発見となりました。

これらの成果をまとめた本書が、埋蔵文化財の保護、普及啓発さらには学術研究の

資料として広く活用いただければ幸いです。

本書の刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力いただいた埼玉県教育局生

涯学習部文化財保護課をはじめ、農林水産省関東農政局、川本町教育委員会ならびに

地元関係各位に厚くお礼申し上げます。

平成13年3月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長中野健
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本書は、埼玉県大里郡川本町に所在する如意遺跡

の発掘調査報告書である。

遺跡の略号と代表地番及び発掘調査届に対する

指示通知は、以下のとおりである。

如意遺跡（67-004)NY I 

第1次

這郡川本町大字畠山字392-2他

平成9年12月5日付け教文第2-147号

発掘調査は大里農地防災事業六堰頭首工建設工

事事業に伴う事前調査であり、埼玉県教育局生涯

学習部文化財保護課が調整し、農林水産省関東農

政局の委託を受け財団法人埼玉県埋蔵文化財調

査事業団が実施した。

本事業は、第I章の組織により実施した。本事業

のうち発掘調査については、利根川章彦、山本禎、

瀧瀬芳之、栗岡潤が担当し、平成9年10月1日か

ら平成10年6月15日まで実施した。
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遺跡の基準点測量は、新日本航測株式会社に委託

した。

写真は、発掘調査時の撮影を各担当者が行い、遺

物の撮影は、大屋道則が行った。

出土品の整理・図版の作成は桜井元子の協力を得

て山本が行った。

本書の執筆は、 I-1を埼玉県教育局生涯学習部

文化財保護課が、 SJ2の銅製品を瀧瀬芳之が、他

を山本が行った。

本書の福集は、山本が行った。

本書に掲載した資料は、平成13年度以降埼玉県埋

蔵文化財センターが管理 ・保管する。

11 本書の作成に際し、下記の方々から御教示、御指

導を賜った。（敬称略）

川本町教育委員会、村松 篤



凡例
1 遺跡全体におけるX・Yの数値は、国土標準平面

直角座標第IX系（原点：北緯36度00分00秒、東

経139度50分00秒）に基づく各座標値を示す。ま

た、各挿図における方位は、すべて座標北を示す。

2 遺跡におけるグリッドの設置は、国土標準直角座

標に基づいて設置しており、 lOmX10mの方眼で

ある。

3 グリッドの名称は、北西杭を基準として、東西方

向は西から東へ1、2、3、…南北方向は北から

南へA、B、C…と付け、例えば、 A-1グリッ

ドの様に名称を付けている。

4 本書の本文・挿図・表などの遺構の略号は以下の

とおりである。

SJ 竪穴住居跡 SK 土坑

SF 窯跡 SX 性格不明遺構

5 本文中の挿図の縮尺は、原則として以下のとおり

である。

調査区全測図 1 : 400 

竪穴住居跡 1 : 60 1 : 30 

土坑・鍛冶炉・ピット 1 : 30 

土器実測図 1 : 4 

紡錘車・砥石 1 : 3 

石製模造品・金属製品類 1 : 2 

玉類 1 : 1 

6 須恵器は断面に黒塗りを施してある。

遺物の網は20％が赤彩、 30％が黒色、 50％が油

煙を表す。

7 遺構図における水平数値は、海抜高度を示してお

り、単位はmである。

8 遺物観察表は次のとおりである。

•口径・器高·底径は、 cmを単位とする 。

・（ ）内の数値は推定値である。

・胎土は肉眼で観察できるものを次のように示

した。

A一石英、 Bー白色粒子、 Cー長石、 D一角閃石、

Eー赤色粒子、 Fー黒色粒子、 G一雲母、 H―片

岩、 Iー白色針状物質、J―砂粒立、 Kーチャート、

Lー小礫

・焼成は、良好、普通、不良の3段階に分けた。

・残存率は図示した器形の部分に対して、％で

表した。

・備考欄には、初めに出土位置等を記し、出土

位置で「床十5cm」とは床の上5cmの高さを示す。

9 土錘観察表は次のとおりである。

•長さ・径・孔径は、 cm を単位とする 。 径は最

大径である。重さはgを単位とする。

・（ ）は現存長・径・重さを表す。

•分類については、埼玉県埋蔵文化財調査事業

団報告書第241集『如意／如意南』の P.161-

162を参照されたい。

10 本書に掲載した地形図は、国土地理院発行の 1/

50,000地形図と国土地理院の承認を受け作成さ

れた川本町地形図 1/2, 500を使用した。
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M-12グリ ッドピット 1遺物出土状況 図版34 第78号住居跡出土遺物

0-6グリッドピット 1• 2 第78• 79号住居跡出土遺物

図版28 第2号住居跡出土遺物 第80号住居跡出土遺物

第3号住居跡出土遺物 図版35 第80号住居跡出土遺物

第5号住居跡出土遺物 第83号住居跡出土遺物

第6号住居跡出土遺物 第85号住居跡出土遺物

第7号住居跡出土遺物 第87号住居跡出土遺物

第8号住居跡出土遺物 第88号住居跡出土遺物

第9号住居跡出土遺物 第90号住居跡出土遺物

図版29 第14号住居跡出土遺物 第91号住居跡出土遺物

第15号住居跡出土遺物 図版36 第93号住居跡出土遺物

第17号住居跡出土遺物 第95号住居跡出土遺物

第18号住居跡出土遺物 第96号住居跡出土遺物

図版30 第21号住居跡出土遺物 図版37 第99号住居跡出土遺物

第22号住居跡出土遺物 第103号住居跡出土遺物

第23号住居跡出土遺物 第113号住居跡出土遺物

第25号住居跡出土遺物 第114号住居跡出土遺物

第28号住居跡出土遺物 第115号住居跡出土遺物

第30号住居跡出土遺物 図版38 第115号住居跡出土遺物

第34号住居跡出土遺物 第117号住居跡出土遺物

第36号住居跡出土遺物 第125号住居跡出土遺物

図版31 第37号住居跡出土遺物 第128号住居跡出土遺物

第41号住居跡出土遺物 図版39 第129号住居跡出土遺物

第42号住居跡出土遺物 第132号住居跡出土遺物

第52号住居跡出土遺物 第133号住居跡出土遺物

第54号住居跡出土遺物 第1号土坑出土遺物

第61号住居跡出土遺物 第3号土坑出土遺物

図版32 第61号住居跡出土遺物 図版40 第14A号土坑出土遺物

第64号住居跡出土遺物 第15号土坑出土遺物

第67号住居跡出土遺物 第16号土坑出土遺物

第69号住居跡出土遺物 第22号土坑出土遺物

第71号住居跡出土遺物 第27号土坑出土遺物

図版33 第71号住居跡出土遺物 第39号土坑出土遺物

第72号住居跡出土遺物 第40号土坑出土遺物



第4号性格不明遺構 図版49 第45号住居跡出土遺物

図版41 第4号性格不明遺構出土遺物 図版50 第78号住居跡出土遺物

第10号性格不明遺構出土遺物 図版51 第89号住居跡出土遺物

第1号鍛冶炉跡出土遺物 第93号住居跡出土遺物

K-10グリッドP3出土遺物 図版52 第93号住居跡出土遺物

L-11グリッドp1出土遺物 図版53 第93号住居跡出土遺物

L-11グリッドP2出土遺物 第99号住居跡出土遺物

L-13グリッドp1出土遺物 第103号住居跡出土遺物

図版42 0-6グリッドp1出土遺物 図版54 第114号住居跡出土遺物

グリッドピット出土臼玉 第115号住居跡出土遺物

N-13グリッド出土遺物 第128号住居跡出土遺物

0-5グリッド出土遺物 図版55 第128号住居跡出土遺物

第6号住居跡出土遺物 第133号住居跡出土遺物

第40号住居跡出土遺物 第44号土坑出土遺物

第42号住居跡出土遺物 図版56 第10号性格不明遺構出土遺物

図版43 第42号住居跡出土遺物 第1号窯跡出土遺物

第60号住居跡出土遺物 M-9グリッドP2出土遺物

第80号住居跡出土遺物 図版57 第9号住居跡出土遺物

図版44 第80号住居跡出土遺物 第18号住居跡出土遺物

第89号住居跡出土遺物 第28号住居跡出土遺物

第91号住居跡出土遺物 第29号住居跡出土遺物

第93号住居跡出土遺物 第33号住居跡出土遺物

図版45 第95号住居跡出土遺物 第45号住居跡出土遺物

第99号住居跡出土遺物 第49号住居跡出土遺物

第113号住居跡出土遺物 第78• 79号住居跡出土遺物

図版46 第115号住居跡出土遺物 第89号住居跡出土遺物

第116号住居跡出土遺物 第112号住居跡出土遺物

第125号住居跡出土遺物 第115号住居跡出土遺物

図版47 第128号住居跡出土遺物 第128号住居跡出土遺物

第3号土坑出土遺物 図版58 鉄製品

第22号土坑出土遺物 図版59 砥石石製模造品金属製品

第27号土坑出土遺物

図版48 第27号土坑出土遺物

第2号性格不明遺構出土遺物

第10号性格不明遺構出土遺物

第1号窯跡出土遺物

第42号住居跡出土遺物



I 発掘調査の概要

1.調査に至る経過
県北部に広がる荒川中流域の大里地区は首都圏近

郊に位置し、有望な食料生産基地として大きな発展が

期待されている。しかし、荒川の河床が低下したため

洪水の危険性が増大し、また、水質悪化や湧水の枯渇

などの問題が生じてきた。こうした事態を受けて農林

水産省が主体となり、大里地区において六堰頭首工な

どの基幹土地改良施設と地区内水利施設の機能回復

などの「国営総合農地防災事業」が計画された。これ

に呼応して埼玉県と川本町でも、「付帯県営農地防災

事業」により支線水路等の整備を行うこととなった。

平成9年2月21日付け9埼東第72号で関東農政局

埼玉東部土地改良事務所長より、六堰頭首工建設工事

等用地内における埋蔵文化財の有無及び取扱につい

ての照会を受けた。文化財保護課では、平成9年2月

27·28 日に試掘調査を行い、奈良•平安時代の住居跡

を確認して平成9年3月5日付け教文1625号で以下

のような回答をした。

1 埋蔵文化財の所在

事業地内には、次の埋蔵文化財包蔵地が所在します。

：：ミI:::I:：：：；干安I:::]r：臼点b::ロ
2 取扱いについて

上記の埋蔵文化財は現状保存することが望ましい

が、事業計画上やむを得ず現状変更する場合には、事

前に文化財保護法第57条の3の規定による発掘通知

を提出し、記録保存のための発掘調査を実施してくだ

さい。

なお、発掘調査の実施については、当課と別途協議

願います。

これを受けて文化財保護課と関係部局・川本町との

間で事前協議がなされたが、計画変更が不可能である

ため、工事区ついて記録保存の措置を講ずることとし

た。

また、六堰頭首工につながる農免道路部分について

も試掘調査がなされ、新たに如意南遺跡が新規登録さ

れた。道路に施設される歩道については川本町の事業

であったが、これを分離して調査することが不可能で

あるため、 一体として発掘調査することになり、実施

機関として （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団があた

ることとなった。

如意遺跡等にかかる文化財保護法第57条3の通知

が関東農政局埼玉東部土地改良事務所長から提出さ

れ平成9年9月1日付け教文第3-373号で収受し

た。一方、文化財保護法第57条1にかかる調査届が

（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団理事長から提出さ

れて、発掘調査が平成9年10月1日から開始され、平

成10年6月15日に終了した。

なお、発掘調査届に対する指示通知番号は、次のと

おりである。

如意(1次）

平成9年12月5日付け教文第2-147号

（文化財保護課）

- 1 -



2.発掘鯛査・報告書作成の経過
発掘調査

大里農地防災事業六堰頭首工改築工事に伴う如意

遺跡の発掘調査は、平成9年10月から平成10年6月、

平成10年10月から12月、平成11年10月から平成12年

11月まで実施した。本書で報告対象となるのは平成9

年度と10年度の一部の調査部分である。

平成9年10月より、現場事務所設置などの諸準備を

行い、 11月より本格調査に入った。発掘器材の搬入と

調査区域•発掘残土置き場に囲柵を設置後、重機によ

る表土掘削を行い、表土堀削終了範囲より順次遺構確

認作業をした。表土掘削終了時点で基準点測量を実施

し、 10m方眼の杭打ち作業を行った。

遺構確認の結果、竪穴住居跡、土坑、ピットなどが

検出された。西端部では土坑・ピットが数基のみで遺

構がまばらで東に行くにしたがって竪穴住居跡が濃

密に分布するようになり、また、荒川寄りも遺構がや

やまばらになっている状況であった。

調査は、調査区西端より東に順次進んで行くような

方法で始めた。

12月以降3月まで、遺構調査と遺構の埋没状況土層

断面図の実測、遺物出土状況の写真撮影・実測を行

なった。遺物の取り上げ後、遺構の完掘写真撮影をし、

その後、 10m方眼ごとに遺構平面図の実測及び標高計

測を行った。

3月下旬に、調査区の全景撮影と空中写真撮影を実

施して調査を終了した。

竪穴住居跡は、平安時代の住居跡の下に古墳時代後

期の住居跡が検出されることから、平成10年度に一部

- 2 -

持ち越し、継続調査となった。

平成10年4月から継続調査を行い、 6月中旬に全景

撮影・空中写真撮影を実施した。調査終了後、調査区

の埋め戻しと囲柵の撤去を行い、調査は完了した。

整理・報告書作成

如意遺跡の整理・報告書作成作業は、平成12年4月

10日から平成13年3月23日にわたって実施した。

4月から出土遺物の水洗・注記、接合・復元作業を

行い、これと並行して遺構実測図・写真記録等図面整

理を行った。

6月初旬には遺構実測図第二原図作成と写真記録

等図面整理は終了し、遺物実測を始めた。大型遺物は

3スペースを使用して実測を行った。

8月から遺構第二原図を縮小し、版下のためのレイ

アウトを始めた。

9月は版下用のレイアウトを引き続き行い、遺構 ・

遺物のトレースを開始した。遺物の接合は完了し、写

真撮影のための復元作業に着手した。また、遺物の実

測も終了した。

10月より原稿執筆を始めた。遺物の写真撮影用の復

元が終了した。

11月より版下作成を行い、下旬には遺物の写真撮影

を行い、原稿執筆・図版組みを12月末まで実施した。

これらの作業終了後、平成13年1月には報告書作成

のため、割り付けを行った。

平成13年1月下旬より印刷に入り、 3回の校正を経

て、 3月23日に報告書を刊行した



3.発掘調査・整理・報告書刊行の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1)発掘調査（平成9 • 10年度） (2)整理作業（平成12年度）

理 事 長 荒井 桂 理 事 長 中野健一

副 理 事 長 富田真也 (H9) 副 理 事 長 飯塚誠一郎

飯塚誠一郎 (H10) 常務理事兼管理部長 広木 卓

す宙 務 理 事 塩野 博 (H9) 

常務理事兼管理部長 稲葉文夫 (H9) 管理部

鈴木 進 (HlO) 管理部副部長 関野栄一

主 席（庶務担当） 阿部正浩

管理部 主 席（施設担当） 野中廣幸

庶 務 課 長 依田 透 (H9) 主 任 菊池 久

金子 隆 (H10) 主 席（経理担当） 江田和美

主 査 西沢信行 (H9) 主 任 長滝美智子

田中裕二 (H10) 主 任 福田昭美

主 任 長滝美智子 主 任 腰塚雄二

主 任 腰塚雄―

専門調査員兼経理課長 関野栄一 調査部

主 任 江田和美 調 査 部 長 高橋一夫

主 任 福田昭美 資料副 部長 鈴木敏昭

主 任 菊池 久 主席調査員（資料整理担当） 儀崎

統括調 査 /昌‘ 山本 禎

調査部

理事兼調査部長 梅沢太久夫 (H9) 

調 査 部 長 谷井 彪 (H10) 

調 査副 部長 今泉泰之 (H9) 

水村孝行 (H10) 

調査第四課長 鈴木秀雄 (H9) 

調査第一課長 井上尚明 (H10) 

主 査 利根川章彦 (H9) 

主任調 査 員 山本 禎 (H9) 

統括調 査員 山本 禎 (H10) 

主 任調 査員 瀧瀬芳之 (H9) 

主 任調 査員 栗岡 潤 (H10) 
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11 遺跡の立地と環境
如意遺跡は、大里郡川本町大字畠山字如意に所在

し、町のほぽ中央を東流する荒川右岸の河岸段丘上の

標高64mほどに立地する。

遺跡は、荒川が寄居町内を東流してきた流れが北東

方向に流れを変え、再び東流する変換点にあり西側と

北側が荒川に面している。

周辺の地形は、荒川による浸食作用と堆積作用に

よって形成された河岸段丘であり、最も最高位にある

ものは南岸では江南面（江南台地）、北岸では櫛引面

（櫛引台地）で、遺跡は江南面より一段低い寄居面に

位置している。

六堰頭首工建設以前の明治18年測量の迅速図では、

遺跡北側は荒川との間に寄居面よりも一段低い瀬山

面とみられる低地が認められる。また、戦後の圃場整

備により現在は平坦であるが、本来は幾つかの浅い谷

が認められ、起伏に富んだ地形であったことは、これ

までの如意遺跡・如意南遺跡の発掘調査でも確認され

たことである。

如意南遺跡は、如意遺跡の南に隣接し、如意遺跡と

同様に古墳時代後期から平安時代にかけての集落で、

住居跡は42軒、掘立柱建物跡1棟が確認され、土錘．

紡錘車のほか帯金具等が出土した。古墳時代後期から

奈良•平安時代の如意遺跡の一部も調査され住居跡17

軒を確認し、土錘・石製模造品等が出土した。

荒川沿いで東に隣接する川端遺跡は、古墳時代から

奈良•平安時代にかけての集落で、 3 次の調査が行わ

れ、住居跡27軒、掘立柱建物跡1棟が確認され、紡錘

車・青銅製品・耳環・緑釉陶器・灰釉陶器等が出土し

ている。

江南台地では、吉野川右岸の低丘陵上に古墳時代後

期の住居跡7軒の小規模な集落の権現堂遺跡がある

程度で、大規模な集落は、荒川沿いに集中している。

古墳時代後期の古墳は、荒川の両岸に群集墳が造ら

れている。左岸には小前田古墳群・黒田古墳群・見目

古墳群が、右岸には箱崎古墳群・塚原古墳群・県指定

疇「鹿島譴群」がある。

小前田古墳群の多くは円墳であるが、帆立貝式の前

方後円墳、箱式石棺などが調査され、主体部は河原石

第 1図埼玉県の地形

I，
一

冒 冒 □D 
：：序！立甲．ロ•••••••••• 

_:;;:,;亨攣ご£ぐ19／ デ一〉 し

し

20Km 

山地 凹地 丘陵 台地 低地
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1如意遺跡 2如意南遺跡 3川端遺跡 4黒田古墳群 5箱崎古墳群 6見目古墳群 7塚原古墳群

8鹿島古墳群 9上大塚古墳群 10清水山古墳群 11長在家古墳群 12三ヶ尻古墳群 13大門遺跡

14鹿島遺跡 ・鹿島平方裏遺跡 15竹ノ花遺跡 16白草遺跡 17円阿弥遺跡 18権現堂遺跡

19四反歩遺跡 20百済木遺跡 21岩比田遺跡 22荷鞍ヶ谷戸瓦窯跡 23諦光寺廃寺跡

24寺内廃寺 25畠山館跡
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積みの横穴式石室で、短冊型・胴張型の石室である。

遺物は、銅釧・鉄鏃の他、埴輪が検出され、 6世紀前

半から 7世紀後半に形成されたものと考えられてい

る。

黒田古墳群は30基余の古墳が群集しており、 3段あ

る段丘の最上段に分布している。前方後円墳l基とそ

の他は円墳で、主体部は河原石積みの横穴式石室で短

冊型の狭長なものである。遺物は、副葬品が豊富で武

器類・装身具・須恵器や馬具が出土した。埴輪を有し、

円筒•朝顔形・人物・形象埴輪があることなどからも、

6世紀後半から7世紀前半頃と考えられている。

見目古墳群は最上段の段丘に位置し、円墳2基が調

査され、胴張りの横穴式石室が検出された。銅製八角

稜鈴・刀装具等が副葬されていた。円墳2基以外の他

の古墳からは円筒・形象・器財埴輪が多量に出土して

いる。7世紀代の築造とされている。

荒川右岸の箱崎古墳群は6世紀前半から 7世紀に

かけて32基以上が築造され、全長32mの前方後円墳と

大型円墳1基を含み、調査された古墳は径10mの円墳

で、河原石積みの胴張り型石室をもち、須恵器・玉類・

埴輪が出土している。

塚原古墳群はかつて前方後円墳の蛤塚古墳を含む

円墳数十基が知られていたが消滅し現存しない。

更に下流沿いの県指定史跡「鹿島古墳群」は80基以

上の円墳からなる群集墳である。河原石積みの胴張形

石室を特徴とする、 6世紀後半から 7世紀代のもので

ある。

奈良 • 平安時代の荒川右岸のこの地域は男袋郡にあ

たる。また、鹿島遺跡・鹿島平方遺跡と江南町新田裏

遺跡までを含めて古墳時代後期から奈良•平安時代に
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連続する集落が営まれている。鹿島遺跡は古墳群と中

世墓の他、住居跡38軒が検出され、古墳時代後期が2

軒、他の36軒が奈良•平安時代のもので、他に平安時

代の堀立柱建物跡2棟が検出された。

鹿島平方裏遺跡では、住居跡24軒が確認され、帯金

具・灰釉陶器等を出土した。

江南台地では、竹ノ花遺跡・白草遺跡・円阿弥遺

跡・四反歩遺跡の集落や、 8世紀前半の瓦が出土した

とされる荷鞍ヶ谷戸瓦窯跡、小金銅仏が出土したとさ

れる諦光寺廃寺がある。

竹ノ花遺跡・四反歩遺跡は小規模な集落で、竹ノ花

遺跡では奈良•平安時代の住居跡 8 軒が検出され、 1 

軒はカマドの補強材に瓦が用いられていた。四反歩遺

跡では10軒が検出された。白草遺跡は、古墳時代前期

と平安時代の住居跡が確認され、平安時代の集落は62

軒を数える。円阿弥遺跡は小規模な集落であるが、古

墳時代前期の住居跡 7 軒、奈良•平安時代の住居跡 3

軒が検出された。

また、百済木遺跡では、 8世紀初頭に柵列により区

画された竪穴住居跡と掘立柱建物跡で構成され大型

建物群が2箇所で確認された。出土遺物には、青銅製

蛇尾・銅鈴・墨書土器などがあり、豪族の居宅と推定

されている。
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m 遺跡の概要
如意遺跡は、荒川右岸の河岸段丘上に位置し、現在

は昭和初期に建設された六堰頭首工により護岸され

た急峻な崖上にあり荒川に面している。周辺は圃場整

備により平坦となっているが、埋没谷が数箇所で確認

されており、旧地形は起伏に富んだ地形であることが

明らかになっている。

これまで検出された遺構は、古墳時代後期から奈

良•平安時代にかけての竪穴住居跡が560軒ほど検出

されている。また、南に隣接する如意南遺跡も同様の

遺跡であり、調査により一体の遺跡であることが確認

された。

如意遺跡における調査のうち、本書で扱う範囲は調

査区内西側の6,OOOm2である。今回報告する検出され

た遺構は、古墳時代後期の竪穴住居跡69軒、土坑13

基性格不明遺構5基、奈良時代の竪穴住居跡14軒、

平安時代の竪穴住居跡27軒、土坑3基、性格不明遺構

1基、時期不詳のものは竪穴住居跡8軒、土坑28基、

性格不明遺構5基とピットなどである。なお、掘立柱

建物跡は次の報告書に掲載する。

調査区の西端は南側に古墳時代後期の土坑1基・

ピット 1基と時期不詳のピット 5基が検出されたの

みで、表土は非常に浅く北側の荒川に向い緩やかに傾

斜していた。土坑の坑底は礫層となっていた。

西側は概ね表土は浅く、西端と同様に荒川寄りには

譴剛囁期の土坑、時期不詳のピットや性格不明遺

構が点在するような分布状況である。この範囲は表土

が流出し、砂地に近い地山であった。荒川寄りの北半

においては土坑 ・ピットの坑底は地山下層の黒色砂層

に達しているものがあった。

竪穴住居跡は西半部では調査区南側に集中してい

るが、東漸するにしたがって荒川寄りにも竪穴住居跡

が検出された。

遺構確認面の地形は、全体的に荒川へ向って緩やか

に傾斜して表土も浅い。それに伴い住居跡の覆土の深

さもさほどない。
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調査区東半は北の荒川から緩やかに登り、中ほどか

ら南へ向って傾斜し、南端で深いところは表土がlm

以上あり、住居跡の覆土も深くなるという特徴があ

る。また、遺構の重複も多くなる。

現在の周辺地形は圃場整備で平坦になっているが、

旧地形は如意南遺跡の調査でも明らかなように埋没

谷が数箇所確認されていることから、調査区の南側の

表土は厚くなっており、埋没谷のような低くなった個

所があると考えられた。

調査区内でも、地点によって表土が非常に浅いとこ

ろ、また深いところがある。また、地山の下層が礫層・

砂層・黄褐色シルト層と異なっており、荒川の氾濫な

どの影響を受け、複雑な地形となっている。

竪穴住居跡の集中は大きく 3ブロックに分けるこ

とができ、いずれのブロックも、古墳時代後期の住居

跡が多い。 中央のブロックは奈良•平安時代の住居跡

が他のブロックに比べ比較的多く、最東端のブロック

は古墳時代後期の住居跡が非常に多くなっている。

以上のことから東に古墳時代後期の住居跡、新しく

なるにつれ集落がやや西へ主体が移動していったと

考えられる。

また、注目すべき遺構として平安時代の須恵器窯跡

が検出されたことである。立地は平坦部に位置し、構

造は楕円形の半地下式で、灰原は確認されなかった。

炉壁は還元しているが、焼成したものは甕が主体で、

甕の色調は灰黄色・褐灰色で非常に焼きが悪い状態で

ある。



第3図 調査区周辺
の地形図
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第4図 調査区全測図 (1)
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第5図 調査区全測図 (2)
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w 遺構と遺物
1.住居跡
今回、報告対象となるのは、第1号住居跡から第104

号住居跡、第111号住居跡から第118号住居跡、第125

号住居跡、第127号住居跡から第129号住居跡、第132

号住居跡・第133号住居跡•.第136号住居跡である 。 な

お、第63号住居跡ば性格不明遺構の項で取り上げるた

め、第63号住居跡は欠番とする。

第1号住居跡（第6• 7図）

Q-3 • 4グリッドに位置する。西側が現道の下に

入り込んでおり、第26号住居跡を切り、第44号住居跡

に切られている。平面は軸長3.36m以上X4.68mで、

深さは28cm程である。壁溝は、検出範囲でほぼ全周し、

幅11~21cm、深さ 1~3cmを測る。柱穴は確認できな

かった。主軸方位は、 N-49°-Eを指す。

カマドは北東壁中央、やや北西寄りに設けられてい

る。燃焼部は112cmX42cmで焚口は楕円形状の窪みと

なっている。煙道部は57cm程確認できた。

遺物は、土師器杯と臼玉•土玉が出土した。 臼玉

(4)は、径8.6~9.0mm、厚さ2.6mm、孔径2.9mm、重

さ0.24 gである。土玉 (5)は、径12.8mm、高さ10.9

~9.8mm、孔径3.3~3.7mm、重さ1.68 gである。

第6図第 1号住居跡出土遠物

~ , □ロ

第1号住居跡出土遺物観察表（第6図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成

第2号住居跡（第8• 9図）

Q-4グリ ッドに位置する。第26• 27 • 28号住居

跡を切っている。平面は軸長4.22mX3. 38mの長方

形で、深さは50cm程を測る。主軸方位は、 N-48. 5° 

-Eを指す。

カマドは、北東壁のやや南東寄りに設けられてい

る。燃焼部はl70cmX 60cm、床面と同じ高さである。

遺物は須恵器杯、酸化焔焼成の高台付椀 ・土師器甕

が床直上から出土している。覆土中より小刀、刀装具

の足金物の他、土錘が16点出土している。6の小刀は

ほぽ完存で、重さは50.24 g、 7の刀装具の銅製足金

物は3割程度の遺存で、重さ3.04 gである。

こ 3

① : 
乙ロニ) 4 

10cm 
__ d 1:4 

0 2cm 
| l l 1 1 

色調 残存（％） 注記番号 備考

1 杯 (11.6) 3.5 BDGI 普通 にぶい褐 10 NQ3 
2 杯 (11. 9) 3. 7 BDHJ 普通 にぶい橙 10 A区
3 杯 (10. 0) 3.6 EJ 不良 にぶい橙 20 B区 1床
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第7図第 1号住居跡・カマド
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2 卓色 (!OYR3/1) シルト質にぷい褐色プロック
・焼土・炭プロック少

3 にぷい黄褐色(10YR4/3) シルト質 にぷい褐色プロック

・焼土・炭プロック少

4 にぷい褐色 (lO'IB.5/3) シルト質
5 麟色 (10YR3/1) シルト質にぷい褐色土少

Pl 

1 黒褐色 (10YR3/1) 焼土 ・炭少
2 麟色 (10YR3/1) にぷい黄褐色プロック少
3 黒褐色 (10YR3/1) 焼土プロック

4 疇色 （10YR3/3) にぷい黄褐色土多、炭 ・焼土プロック僅か
5 にぷい黄褐色(10YR4/3)

6 蜘色 (10YR3/3) にぷい黄褐色プロック多、焼土プロック僅か

P2 

1 疇色 (10YR3/1) にぷい黄褐色土少

2 瓢色 （10YR3/2) にぶい黄褐色土・焼土僅か
3 麒色 (10YR3/1) にぶい黄褐色土 ・焼土少

P4 

1 麟色 (10YR3/2) にぷい黄褐色土少、炭化物・焼土僅か
2 麒色 (10YR2/2) にぶい黄褐色土僅か

B 63.9, B' 

量
1 にぷい黄褐色(10YR4/3) シルト質 にぷい褐色プロック・焼土

・炭プロック少

2 にぷい黄褐色（10YR4/3) 地』プロック ・焼土少、炭灰僅か
3 黒褐色 (10YR3/2) 地山 ・焼土 ・炭化物少

Im 
1 :30 
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第8図 第2号住居跡 ・カマ ド
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9 にぶい黄褐色(IOYR4/3) 地山土主体、炭化物・焼土部分的に少益
Q-4グリッド ピット 1
10 にぷい褐色 (IOYR5/6) 白色微粒子極多
11 褐色 (IOYR4/3) 白色微粒子極多・灰色シルト若干

P 1 • 2 
1 褐色 （10YR4/3) 地山土プロック多、炭化物・焼土僅か
2 灰褐色 (IOYR4/2) 地山土プロック少、炭化物 ・焼土多
3 灰褐色 (IOYR4/2) 地山土プロック主体
4 にぶい褐色 (IOYR5/3) 地山土プロック多、炭化物 ・焼土・白

色砂プロック状少

5 灰褐色 (IOYR4/2) 地山土プロック多

：~I 瓢冒冒 6 にぷし嗚色(IOYR5/3) 悶ばプロック多、白色砂プロッ

c 93 .9• C 

讐言
2m 
1:60 

カマド
"'I 可

¥ 

．
 

•
o．
マ9

V
 

B 64 .0• 

lm 
1:30 

1 褐色シルト (10YR4/4) 白色微粒子極多
2 褐色シルト (10YR4/4) 白色微粒子 ・炭化物粒子

3 褐色シルト (10YR4/4) 白色微粒子・炭化物粒子

若干、焼土プロック多

4 暗褐色シルト(10YR3/4) 灰褐色・黄褐色シルト
5 麟色 (10YR2/2) 焼土多、炭化物少
6 煕易色 (10YR2/2) 焼土 ・炭化物少
7 灰黄褐色 （10YR4/2) 焼土多、地山土プロック・

灰少

8 黒褐色 (!OYRJ/2) 焼土プロック極多、焼土・
地山プロック・灰僅か

9 にぷい黄褐色(!OYR4/3) 地山土プロック状
袖部

a にぷい黄褐色（10YR4/3) 地山土との混合土、灰僅か
シルト質

b 暗褐色 (!OYRJ/3) 焼土 ・地山土少、灰多
C にぷい黄褐色(10YR5/4) 地山土主体、焼土プロック

・灰僅か

被熱範囲ほ辻）
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第9図第2号住居跡出土遺物

：ニニノ

三 4

□ 
□□ 5 

り

□ 
10cm 
1 : 4 

／口言□
0 3cm 
l l l l 1: 2 

第2号住居跡出土遺物観察表（第9図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 坪 (13. 5) 3.5 5.6 BJ L 良 灰 40 底部右回転糸切り、糸引き抜き痕有

2 椀 (16. 0) BJ L 不良 オリープ黒 25 Nal5 • B区 床内外面黒色

3 高台付椀 13. 1 6.2 6.4 ABJL 普通 にぶい橙 75 Nal2・カマド 床酸化焔焼成

4 甕 (13. 9) ADEJL 良 にぶい橙 25 Na2 • 7 床

5 甕 (15. 0) BJK 普通 にぶい赤褐 20 カマド

第2号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存（％） 備 考

1 (1. 86) 1. 29 0.50 (2. 03) Ba 橙 20 c区
2 (2.69) 1.18 0.40 (3. 63) Da 灰黄橙 D区

3 (2. 81) 1. 96 0.45 (2. 86) Ba 黒褐 25 c区
4 (2. 25) 1. 92 0.35 (5. 51) B 明赤褐 20 A区

5 (3.20) 1. 98 0.30 (7. 89) Ba にぶい黄橙 40 A区

6 (3. 88) 1. 50 0.50 (7. 56) B にぶい黄橙 40 D区

7 (4. 38) 1. 92 0.40 (13. 68) Ba 明赤褐 50 A区

8 (4. 80) 2.80 0.40 (13. 75) Ba 灰白 60 A区， (4. 82) 1. 52 0.42 (9. 58) B'a にぶい橙 70 A区

10 (5. 30) 1. 56 0.45 (11. 19) Ba にぶい黄橙 80 A区

11 (5.92) 2.46 0.60 (27. 07) Ca にぶい橙 80 A区

12 6. 16 2. 17 0.55 25. 13 BaN にぶい橙 100 D区

13 6.35 2.39 0.60 29. 79 B a W にぶい黄橙 100 No. 7 

14 6. 77 1. 42 0.52 14.43 B'a皿 浅黄橙 100 A区

15 7.16 1. 87 0.55 20.06 Ba皿 橙 100 B区

16 7. 79 1. 93 0.50 23.45 B a II 橙 100 A区

第3号住居跡（第10図）

P-4グリッドを中心に位置する。南西壁が第44号

疇跡と接している。平面は軸長2.95mX3. 72mで、

歪んだ方形で、深さは4cm程を測る。主軸方位はN-

45. s0-wを指す。

カマドは、北西壁の北東寄りに設けられている。燃

焼部は47cmX48cmで僅かな窪み状を呈している。煙道

部は確認できなかった。

遺物は、覆土中より須恵器・土師器片が出土し、ピッ

ト1から土師器杯が出土している。

-15-



第10図第3号住居跡

<I 

◎ 
p4 

◎ -白` E-`6_E 

ロ
B 64.0. 

冒
8‘ 

P, p3 
C 64．虹 玉 D ．64.0, D ． 

可鬱喜警

麟 麟
p. SK2 

E 64.0■ E F 64.0■ F' 

麟 量

g
.
n
v
 

2m 
l : 60 

1 褐色 （10YR4/3) シルト質、焼土・炭化物僅か、締まりよし、粘性弱
2 にぷい黄褐色(10YR5/3) シルト質、焼土・地山土少、 締まりよし、粘性弱
3 にぷい黄橙色(10YR7/4) シルト質、地山土主体、 締まりよし、粘性弱

P2 

1 にぷい黄褐色（10YR4/3) シルト質、焼土・炭化物、

締まりよし、粘性有

2 にぷい黄橙色(10YR7/4) シルト質、地山土主体

Pl 

1 灰黄褐色 (!OYR4/2) シルト質、焼土・炭化物僅か、
地山土少、締まりよし、粘性弱

2 にぷい黄橙色(!OYR6/3) シルト質、締まりよし、粘性弱

黒褐色粘質土プロック僅か

3 黒褐色 (!OYR.'l/1) 粘質、にぷい黄橙色土、

焼土僅か、締まりよし、粘性有

4 灰褐色 (!OYR4/1) 粘質、黒褐色粘質土プロック多、
締まりよし、粘性あり

5 鈍い黄褐色 (!OYR5/3) シルト質、黒褐色粘質土プロック少

締まりよし、粘性あり

P3 
1 灰黄褐色 （10YR5/3) シルト質、地山土プロック多、

炭化物少、締まりよし、粘性弱

2 灰黄褐色 (10YR5/3) シルト質、地山土・炭化物少、
締まりよし、粘性弱

3 灰黄褐色 (10YR5/3) 灰白色粘土プロック多、締まりよし

P4 灰黄褐色 （10YR4/2) シルト質、地山土プロック、
焼土・灰僅か

P5 灰黄褐色 （10YR4/2) シルト質、地山土プロック、
焼土・灰僅か

カマド

v
 

墨
．
マ
'
.

P6 
1 にぶい黄褐色(IOYR4/3) シルト質、地山土プロック多、

焼土少、締まりよし、粘性弱

2 にぷい黄褐色(IOYRS/3) シルト質、地山土主体、
締まりよし、粘性弱

P7 灰黄褐色 (IOYR4/2) シルト質、地山土プロック、
焼土・灰僅か

P8 にぷい黄褐色（IOYR4/3)焼土・炭化物僅か、地山土多
pg にぷい黄褐色(IOYR4/3)地山土少、灰化物僅か
P10 にぷい黄褐色（IOYR4/3)地山土少、灰化物僅か

B 64.o. 

SK2 
1 にぷい黄褐色（10YR5/3) シルト質、地山土プロック混入、

締まりよし、粘性弱

2 にぶい黄褐色(10YR5/3) シルト質、焼土・炭化物
・地山土僅か、締まりよ．し、

粘性弱

3 にぶい黄橙色(10YR7/4) シルト質、地山土主体、
締まりよし、粘性弱

B 

冒
Im 
9 :30 ーニl

1 にぶい黄褐色(10YR5/4) シルト質、焼土少
2 にぶい黄褐色(10YR5/4) シルト質、カマド袖痕跡

10cm 
1 :4 
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第3号住居跡出土遺物観察表（第10図）

番号I器坪種 1口4忍I竺ダI底径 IB胎土 1:通成1に竺い： I残］5(％)|p：王；；じ番号 備考

第4号住居跡（第11図）

P-5グリッドを中心に位置する。平面は軸長2.92

mX3.14mの方形で、深さは7cm程を測る。主軸方位

は、 N-16.5°-Wを指す。

カマドは北壁のやや東寄りに設けられている。燃焼

部は79cmX66cmで床面から10cmほどの深さである。

煙道部は確認できなかった。

遺物は、土師器高杯・甕の破片が、床から僅かに浮

いた状態で臼玉が出土した。臼玉は径5.2~5.4mm、厚

さ4.0mm、孔径2.2mm、重さ0.81 gである。

第5号住居跡（第12• 13図）

Q-5グリッドに位置する。南側が調査区外に延

び、西壁が第10号住居跡を切っている。平面は軸長

2.55m以上X4.44mで、深さは33cm程を測る。主軸

方位は、 N-35°-Wを指す。

壁溝は全周しないが、幅12~16cm、深さ 3~7cmを

測る。

カマドは、北西壁のやや北東よりに設けられてい

る。2箇所がピットに切られているが、燃焼部は143

cmX45cmで、僅かな窪み状を呈している。

第11図第4号住居跡

"'I 
、V

！
 〇°

』

B' 

●
8
.
C

9

<

 

可

●
8
.
C
9

<
 

B 63. 8• B 

冒
Im 
1 :30 

1 黄褐色 (10YR5/6) 焼土僅か
2 褐色 (10YR4/6) やや砂質

B_!!.8●旦＇

／／／／／／口//｀冒冒 -—二言[
2m 
1 :60 R 

1 疇色 (10YR5/6) シルト質、灰訊色シルト土プロック

土坑

1 褐灰色 (10YR6/1) 砂質主体
2 褐灰色 (10YR6/1) 地山土プロック・焼土プロック
3 褐灰色 (10YR5/1) 砂

四 1

0 2cm 
~ l• l 
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第12図第5号住居跡

ー
貯蔵穴

A 64.1■ 

B 
B' 

B 63.6● B' 

皇
Im 
1 : 30 

1 黒褐色 （10YR3/2) 地山土少、焼土・炭化物僅か
2 灰紐色 (10YR4/2) 地山土プロック多、焼土

・炭化物少

1 耕作土
2 黒褐色

3 灰黄褐色

4 灰黄褐色
5 黒褐色
6 黒褐色

カマド

(10YR3/Z) 焼土 ・炭化物僅か、地山土少、
シルト質

(10YR4/Z) 地山土プロック多、焼土
・炭化物少、シルト質

部分的に灰白色粘土混入

(10YR4/Z) 地山士プロック多、焼土・炭化物少 11 黒褐色
(10YR3/Z) 焼土・炭化物僅か 12 黒褐色
(10YR3/Z) 地山土少 13 黒褐色

14 黒褐色

<j v̀
 

ー

c 63 .7• P’ c 
-A‘ •一一·

冒言冒
Pl 
1 黒褐色 (10YR3/l) 炭化物・焼土僅か
2 黒褐色 (10YR3/1) 地山土少、炭化物僅か
3 黒褐色 (10YR3/2) 地山土プロック多

P1 
D63,7• . D' - -

7 にぷい黄褐色(10YR5/3) 地山土主体、焼土僅か、シルト質
8 灰黄褐色 （10YR4/2) 地山土多、シルト質
9 黒褐色 (10YR3/2) 地山プロック少、炭化物・焼土少
Q-5グリッド ピット 1
10 黒褐色 (10YR3/1) 地Lll土少、焼土僅か、白色粘土粒子

・少プロック

(10YR3/1) 地山プロック少、白色粘土多
(10YR3/2) 地山土少、焼士・炭化物僅か
(10YR3/2) 地山プロック多、焼土・炭化物少
(10YR3/2) 地山プロック、炭化物僅か

冒

●
6
'
C
9
 

V
 

P2 

1 黒褐色
2 黒褐色

(10YR3/2) 地山土・焼土少、灰僅か
(10YR3/2) 地山土・炭化物少、

黒褐色より地山土混入少

2m 
l : 60 

B 63.9● B' 

Im 
1:JO 

1 黒褐色 (IOYR3/2) 焼土・炭化物僅か、地山土少、
シルト質

2 灰黄褐色 (IOYR4/2) 地山土プロック多、焼土
・炭化物少、シルト質

部分的に灰白色粘土混入

3 暗褐色 (IOYR3/3) シルト質、焼土 ・地山土少、
炭化物、プロック状に多

4 暗褐色 (IOYR3/3) シルト質、炭化物少、
焼土・地山土プロック多、

袖

5 暗褐色 (IOYR3/3) シルト質、焼土．．炭化物
・地山土プロック少

6 暗褐色 (IOYR.3/3) 焼土多、炭化物・灰少
7 灰黄褐色 (IOYR4/2) 地山土プロック多、灰

・炭化物少

8 黒褐色 （IOYR3/l) 炭化物主体、灰多、焼土

・地山土プロック少

Q_5グリッド ピット 2
9 褐色 (IOYR4/4) 地山プロックやや多、焼土・

炭化物少、シルト質

10 疇色 (IOYR3/4)地山プロック少、シルト質

Q-5グリッド ピット3
11 黒褐色 (10湘3/1) 地山プロック少、焼士僅か
12 黒褐色 (IOYR.3/1) 地山プロック多
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貯蔵穴は北隅に備わる。上面は、長軸96cmX短軸74

cmの不整楕円形を呈し、深さ13cm程を測る。

遺物は、須恵器蓋、土師器杯・甕、土錘と鉄製品が

出土した。9の鉄製品は柄部分の遺存で重さ50.17 g 

である。

第13図第5号住居跡出土遺物

ロロニニ 一 ：ゞ ／ 

二 三 5

ロニ／

― --

10cm 
l : 4 

-

I

 

第5号住居跡出土遺物観察表（第13図）
0 3cm 

l l 1 1 1. 2 

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 均 (13. 4) 3.6 DEJ 普通 にぶい橙 60 N叫9

2 杯 (12. 4) 4.0 DJ 普通 にぶい赤褐 60 Na9 

3 杯 (13. 0) DJ 普通 にぶい橙 30 A区

4 均 (12. 0) J 普通 にぶい橙 30 

5 蓋 16. 7 3.9 J L 良 黄灰 95 No30 貯蔵穴 つまみ直径4.0cm

6 蓋 (19. 0) AJL 不良 にぶい橙 20 No29 貯蔵穴酸化焔焼成

7 甕 (21. 0) BDEFL 普通 にぶい赤褐 40 Nal5 • 16 

8 甕 (21.0) BD 普通 にぶい赤褐 50 Nol6 • 18 • 21 
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第5号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g)

1 (2.53) 1.18 0.35 (2. 85) 

2 (2.52) 1.05 0.35 (2. 59) 

3 (3. 21) 1. 19 0.40 (3. 57) 

4 (2.85) 1. 73 0.40 (6. 48) 

5 (2.85) 1. 65 0.32 (6. 78) 

6 (3.52) 1. 45 0.50 (5.28) 

7 (4.11) 1. 35 0.35 (5. 73) 

8 (3.28) 1. 91 0.50 (8.41) ， (5.41) 1. 69 0.35 (12. 64) 

10 (5.64) 2.03 0.50 (18. 38) 

第6号住居跡（第14• 15図）

P-6グリッドに位置する。第12号住居跡に切ら

れ、第49号住居跡を切っている。平面は軸長3.46

mX3.22mの方形で、深さは14cm程を測る。壁溝は全

周せず、北東壁を除いた3壁の一部にあり、幅9~20

cm、深さ 4~10cmである。主軸方位は、 N-51°-W

を指す。

カマドは、北東壁と北西壁に2基設けられている。

北西壁のカマドAは燃焼部が203cmX57cmで、床面か

ら深さ 10cm程を測る。北東壁のカマドBは燃焼部が

144cmX67cmで床面から僅かに窪む程度で、煙道部は

82cm確認できた。支脚の礫が遺存していた。

遺物は、土師器杯・甕、須恵器杯、土錘が出土した。

第7号住居跡（第16図）

0-6グリッドを中心に位置する。第19号住居跡・

第34号土坑を切り、第26号土坑の上に乗っている。平

面は軸長4.28mX2. 77mの長方形で、深さ13cm程を

測る。壁溝は北壁と西壁の一部にあり、幅11~16cm、

第6号住居跡出土土錘観察表

番号I長さ 径 孔径 重さ(g)

(2.50) 1. 42 0.60 (3.07) 

2 I (4.51) 1. 44 0.55 (6.50) 

3 (5. 53) 1. 81 0.50 (11.83) 

第7号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g)

1 (3.32) 1. 38 0.55 (5. 63) 

2 (4.48) 1. 44 0.50 (6.45) 

3 3. 75 2.00 0.42 14. 12 

4 5.23 2.10 0.38 17. 40 

5 6. 78 2.21 0.65 (26.12) 

6 6.95 1. 37 0.49 (10.15) 

7 8.33 1. 59 0.49 16.91 

分類 色調 残存（％） 備 考

Ba 

Ba 

Aa 

Ba 

Bb 

Ba 

Ba 

Ba 

Ba 

Ba 

橙 20 

にぶい黄橙 B区
灰黄褐 A区

褐灰 A区
淡黄 30 

にぶい橙 50 

浅黄橙 60 

橙 25 

にぶい橙 80 

褐灰 80 

深さ 2~4cmを測る。主軸方位は、 N-36.5°-Eを

指す。

カマドは、北東壁に設けられている。燃焼部は、 113

cmX59cm、床からの深さ20cmを測る。

遺物は、土師器杯、須恵器杯、鉄製品として小刀・

鉄鏃の他、土錘が出土した。

鉄製品は5が刀身の一部で23.86 g、 6は刺のある

角柱状のもので5.65 gである。

第8号住居跡（第17• 18図）

0-5グリッドを中心に位置する。平面は、軸長

3.83mX5. 77m、深さ12cm程を測る。主軸方位は、 N

-29°-Wを指す。

カマドは、北壁の中央に設けられている。燃焼部は、

106cmX60cm、床からの深さ15cm、煙道部は50cm確認

できた。

北西隅には、浅い土坑が検出された。

遺物は、土師器坪、須恵器杯・高台付椀．瓶と土錘

が出土した。

分類 色調 残存（％） 備 考

B にぶい黄橙 A区
Ba にぶい黄橙 60 カマドA
Ba にぶい黄橙 70 A区

分類 色調 残存（％） 備 考

B にぶい橙 B区

Ba 淡黄 60 B区

Ea VI 灰黄 100 D区
CaV にぶい褐 100 C区

Ba皿 褐灰 95 c区
Ba皿 にぶい橙 95 c区
B a II 淡黄 100 B区
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第14図第6号住居跡・カマド B
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B 63.9● 

□ □三“̀
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カマドB

v̀ 

2m 
1 : 60 

1 疇色 (10YR2/2) シルト質、焼土・炭イ窃嘩か、
地山土少締まりよし、粘性弱

2 黒褐色 (10YR3/2) シルト質、地山プロック多、
締まりよし、粘性弱

3 黒褐色 (10YR2/2) 黒褐色、地山土少
4 にぷい黄褐色（10YR4/3) シルト質、地山土多

<| 

6
.
C

9

<

 

B 63.9● _JI' 
1 疇色 (10YR2/2) シルト質、焼土・炭化祝差か、

地山土少、締まり良し、粘性弱
2 黒褐色 （10YR3/1) 炭化物・灰多、焼土プロック少
3 黒褐色 (10YR2/2) 地山プロック多
4 黒褐色 (10YR3/2) 地山土少、焼土 ・炭化物僅か
5 灰黄褐色 (10YR4/2) 地1l十キ体、袖構築土

Im 
9 : 30 
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第15図 第6号住居跡カマドA・出土遺物

●
 、V
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こ

<I 
B＿竺•，. -g 

冒
C 63.9, —· 

1 明黄褐色
2 暗褐色

3 焼土層

4 褐色 (10YR4/4) 
5 明黄褐色 (10YR6/6) 
6 暗褐色 (10YR3/3) 炭灰多
7 褐色 (10YR4/4) 焼土粒子若干
8 明褐色 (10YR5/6) 炭灰若干

9 橙色 (10YR7/6) 焼土若干
10 にぶい橙色 (10YR6/4) 

(IOYR6/6) 

(IOYR3/4) 被熱暗赤色土

•C9< 

二 ／

lm 
1 :30 

二 ノ
10cm 
1 : 4 

第6号住居跡出土遺物観察表（第15図）

番号器種口径器高底径

l 杯 11.4I 3.3 
2 杯 (13.0)

3 杯 (18.0) 

4 甕 13.2

3. 7 (13. 0) 

胎土

ADEGJ 

DJ 

BJ 

BGKL 

良

通

焼
一
良
不
良
普

調

橙

橙‘.、
し

し

色

ぶ

ぶ
に

に

灰

褐

成

残□ 備 考

床
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第16図第7号住居跡
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I ド
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(IOYR4/6) 

引<'~ー
2 褐色

(IOYR3/4) 焼土多炭灰多3 暗褐色

(10YR3/3) 焼炭土灰若・干

<| 

4 暗褐色
5 暗褐色 (10YR3/4) 

B. 
B 63.911 

2 

冒
2m 
l:60 

焼土・炭化物僅か地山プロック少、） シルト質、
1 灰黄褐色 (10YR4/2 締まりよし、粘性土弱主体、灰黄褐色

10YR4/3) シルト質、地山 粘性弱
2 にぷい黄褐色（ 締まりよし、地粘山性土弱プロック少、締まりよし、

OYR4 ／ 2) シルト質、3 灰黄褐色 （1 

三 ／

｀ 

戸 □ 
□三ロノ |

 

こ|
 

゜10cm 
1 : 4 

0 3om 
l l I I 1 2 

第7号住居跡出土遺物観察表（第16図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 | 備 考

1 杯 (12. 0) ABJ 不良 にぶい橙 10 c区
2 杯 12.0 3.8 7.0 ABGJL 普通 黄灰 100 NG2 床 底部右回転周辺ヘラ削 り

3 杯 (12.2) 3. 7 (6. 7) ABIJL 良 灰白 45 N叫 底部右回転ヘラ削 り

4 杯 (12.0) J L 普通 灰白 25 No3 床
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第17図第8号住居跡 ・カマド
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1 褐色 (10YR4/4) 白色微粒子多、炭化物粒子・橙色土粒子若干

締まりよし、砂質土

sk1 
1 褐色 (10YR4/6) 黄橙色(!OYRB/6)粒子、赤色粒子

2 褐色 (10YR4/4) 

3 にぶい黄褐色(10YR5/4)

4 黄褐色 （!OYR5/6) 
5 にぷい黄褐色(10YR5/4) 焼土

6 明黄褐色 (10YR6/6) 

カマド

可

ー
可

07 

D_ (ロニ

：！！ 

B 63.8, a・ 

翫

C 63.8• 
SKI 

言

D 63.8• 
P, 

C
-

D
-

冒冒

p, 
E 63.8● E 

冒

2m 
1:60 

Pl 
1 褐色 （10YR4/4) 灰色シルト

2 にぷい黄橙色シルト(10YR7/4)

3 褐色 （10YR4/6) 黄橙色土多

4 褐色 （10YR4/4) 黄橙色土極多

5 褐色 （10YR4/4) 黄橙色土プロック

6 黄橙色砂質プロック(lOYRB/8)

P2 
1 褐色 (10YR4/6) にぶい黄褐色シルト

2 褐色 (10YR4/4) 炭化物粒子微

3 褐色 （10YR4/4) 黄橙色土多

4 褐色 (10YR4/4) 

C 63.8, C
-

Im 
9 : 30 

＜
 

•8'£
9 

V
 

1 褐色 (10YR4/4) 橙色七粒子、砂質

2 焼土層
3 暇 （10YR3/4) 焼且立子、炭化物粒子、灰白色シルト

4 明黄褐色シルト(10YR6/6)
5 暗褐色 (10YR3/3) 焼土若干

6 褐色シルト (10YR4/6) 
7 にぷい黄褐色シルト(10YR5/4)

8 黄褐色シルト(10YR5/6)

9 黒色砂 (10YR2/1) 
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第18図第8号住居跡出土遠物

□ ロニン／ ＼ 

こ 一

ロン／
第8号住居跡出土遺物観察表（第18図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

10cm 
9 9、

1 杯 (12. 2) 3.5 (8. 0) BEG 不良 にぶい橙 25 B区

2 杯 12.4 4. 1 6. 1 BL 良 灰 70 B区・ C区 底部右回転糸切 り

3 杯 (12. 0) 3.6 5.8 ABJL 良 灰 60 Nol 床

4 坪 (12. 7) 3.4 6.2 J L 普通 灰 30 A区 底部右回転糸切 り

5 杯 (13. 0) 3.5 (6. 8) BEJL 良 黄灰 25 B区 底部回転糸切り

6 高台付椀 16.0 7. 1 7.8 ABEJL 普通 灰

7 瓶 ABIL 良 灰

第8号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g)

1 (3. 21) 1. 68 0.45 (5. 29) 

2 (3.30) 1. 15 0.48 (4. 37) 

3 (3. 74) 1. 69 0.52 (8. 45) 

4 (5.40) 1. 35 0.45 (11. 02) 

5 (5. 73) 1. 68 0.58 (14. 30) 

6 5. 72 1. 45 0.49 11. 00 

7 6.31 1. 99 0.50 21. 56 

8 6.47 2. 14 0.65 22.41 ， 5. 77 1. 66 0.58 (9. 99) 

第9号住居跡（第19図）

P-5グリッドを中心に位置する。平面は、軸長

3. 63mX3.16mの台形で、深さ 7cm程を測る。主軸方

位は、 N-40°-Wを指す。

カマドは、北西壁やや北東寄りに設けられている。

燃焼部は110cmX43cmで床面と同じ高さである。

貯蔵穴は、北隅にあり、長軸54cm、短軸42cm、深さ

80 NQ2 床 内面底部酸化焔焼成

25 蜘3• C区 床十5cm 

分類 色調 残存（％） 備 考

Ba 橙 30 c区
Ba 淡黄 40 D区

Ba 黄灰 80 C区

Ba にぶい橙 90 c区
Ba 浅黄橙 90 

BaN 灰白 100 A区

B a W にぶい橙 100 B区

BaN 浅黄橙 100 D区

Ba 黒褐 80 p 2 

12cmの楕円形である。

遺物は、土師器杯・台付甕・甕・土製紡錘車、土錘

が出土した。紡錘車は床面から出土し、他の土器は貯

蔵穴から出土した。6の土製紡錘車は、長径5.0cm、

短径2.5cm、厚さ3.0cm、重さ56.93 gで80％程度の残

存である。上面・下面ともにヘラナデしている。
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第19図第9号住居跡
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1 にぷい黄褐色（10YR5/4) シルト質、地山土多、焼土
・灰部僅か

2 灰黄褐色 （10YR4/2) シルト質、焼土・灰まばらに少
（カマド埋土）

Pl にぷい黄褐色(10YR5/3)灰僅か、地山土プロック多

ーニ／一

□□2 

一———· 

10cm 
1 : 4 
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第9号住居跡出土遺物観察表（第19図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 杯 11. 9 3.5 ABDJ 普通 にぶい橙 95 応3 甕2の上

2 甕 (14. 0) BD 普通 にぶい赤褐 30 油9 床

3 台付甕 9.8 BFJL 普通 にぶい褐 60 Na5 • B区

4 甕 (23. 0) FGJ 普通 橙 60 No6 床

5 甕 BEFJ 普通 褐 60 Na4 • Na8 床十 5cm 

第9号住居跡出土土錘観察表

番号 1 長さ

(4.54) 

径

1. 69 

孔径

0.53 

重さ(g)

(9. 41) ] : Il炎黄色調 1残：0(％)|Plt1 備
考

第10号住居跡（第20• 21図）

Q-4 • 5グリッドに位置する。平面は、軸長4.22

mX4.36mの方形で、深さ 6cm程を測る。主軸方位

は、 N-119°-Wを指す。

カマドは、南西壁の中央に設けられている。燃焼部

は、長軸130cmX短軸53cmの楕円形を呈し、床面から

深さ7cmを測る。

遺物は、土師器高杯・甕と土錘・土玉が出土した。

土玉はカマド内より出土した。

土玉は、径10.3~12.0mm、高さ8.7mm、孔径2.3mm、

重さl.05 gである。

第10号住居跡出土土錘観察表

第11号住居跡（第22図）

O•P-7 グリッドを中心に位置する。第15号・第

32号住居跡の上に乗っている。平面は、軸長3.27

mX4. 84mの長方形で、壁溝によって検出された。壁

溝は、南東壁のみが確認できなかったが、幅12cm、深

さ4~8cmを測る。主軸方位は、 N-40°-Wを指す。

カマドは、北西壁の中央に設けられている。燃焼部

は、長軸73cmX短軸50cmの楕円形を呈し、床面から深

さ17cmを測る。

遺物は、土錘と土師器坪片・甕片が出土した。

番号 1 長さ

(4. 85) 

径

1. 71 

孔径

0.61 

重さ(g)

(8. 35) ] : I浅黄：調 1 残~%) 備 考

第20図第10号住居跡出土遺物

10cm 
1 :、

万 り言I:：し：」残!i%)I]]]1：品番号
備考

床

床十 5cm 

床 外面櫛状工具調整
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第21図第10号住居跡
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第22図第11号住居跡・カマド
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E 63.9, E' 
p6 

F 63.9a F 

SJll 
Pl 
1 にぷい褐色 （10YR5/3) 橙色シルト

2 褐色 (10YR4/4) 

3 褐色 (10YR4/4) 橙色シルト極多

4 にぷい褐色 （10YR5/3) 橙色シルト極多

5 にぷい褐色 (10YR5/4) 橙色シルト極多

P2 

1 褐色 （10YR4/3) 焼土・炭化物若干

2 褐色 （10YR4/3) 橙色シルト・焼土粒子

3 褐色 (10YR4/4) 黄褐色シルト多

P3 

1 疇色 (10YR3/1) 焼土・炭化物

2 暗褐色 （10YR3/4) 
3 褐色シルト (10YR4/6) 

P4 

1 にぷい橙色 (10YR6/4) 

2 暗褐色 (10YR3/4) 
3 褐色シルト (10YR4/4) 

P5 

1 黒褐色 (10YR3/1) 黄橙色士 ・炭化物

2 黄橙色 (lOYRB/8) 

言 冑

2m 
1 : 90 

P6 
1 褐色 (IOYR4/3) 

2 褐色 （IOYR4/3) 黄橙色シルト

3 にぶい褐色 (IOYR5/3) 炭化物微

カマド

v
 

●
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V
 

B 63.9, B" 

1 黒褐色 (lOYRZ/2) 焼土微

2 にぶい褐色 （10YR5/4) 
3 炭灰層

4 灰褐色 (10YR4/2) 黄橙色シルト

Im 
,. 30 
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第11号住居跡出土土錘観察表

番号 1 長さ

7.30 

径

1. 76 

第12号住居跡（第23図）

孔径

0.58 

亀 ）

20.32 

P-6グリッドに位置する。第6号住居跡・第28号

土坑に切られ、南西壁は第29号•第30号土坑に切ら

れ、第49号住居跡の上に乗る。軸長4.00mX4. 63m 

で、深さ10cm程を測る。主軸方位は、 N-42°-Eを

指す。

カマドは、北東壁中央に設けられている。燃焼部は、

63cmX4lcmで、床面から深さ12cmを測る。煙道部は

85cm確認できた。

遺物は、土師器杯・甕、土錘が出土した。甕はカマ

ド右袖あたりに伏せた状態で出土した。

第13号住居跡（第24• 25図）

P-7グリッドに位置する。平面は確認できず、カ

マド・土坑・ピットのみ検出できた。主軸方位は、 N

-44°-Eを指す。

カマドは、北東壁に設けられたと考えられる。燃焼

部は14lcmX60cmの楕円形で、深さ20cmを測る。支脚

の礫が遺存していた。

遺物は、土師器鉢・甕・壷、土錘、鉄製品が出土し

た。鉄製品 (6)は、角柱状のもので重さ5.83 gであ

る。

第12号住居跡出土土錘観察表

番号 1 長さ

(2.83) 

径

1. 62 

第13号住居跡出土土錘観察表

番号 1 長さ

(4. 02) 

径

1. 48 

孔径

0.67 

孔径

0.47 

重さ(g)

(5.09) 

雹
(8. 81) 

第12号住居跡出土遺物観察表（第23図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成

□: I黄灰色調 「塁％） 備考

第14号住居跡（第26• 27図）

0-7グリッドを中心に位置する。平面は、軸長

2. 76mX3. 68mの長方形で、深さ20cm程を測る。主

軸方位は、 N-9.5°-Wを指す。

カマドは、北壁の西寄りに設けられている。燃焼部

は、 165cmX135cmで床面と同じ高さで、煙道部燃焼部

と段差を有し、 65cm確認できた。

遺物は、土師器坪・台付甕脚台部・甕、須恵器杯が

出土した。杯はカマド袖部周辺から検出した。

第15号住居跡（第28• 29図）

0-6 • 7グリッドに位置する。第66号・ 67号・68

号住居跡・第5号性格不明遺構の上に乗り、第11号住

居跡の下にあり、第32号住居跡を切っている。平面は

軸長7.22mX5.13mの長方形で、深さ12cm程を測る。

壁溝は、カマドのある北壁以外は断続的に周り、幅12

~18cm、深さ 5~8cmを測る。主軸方位は、 N-34°

-Wを指す。

カマドは、北壁中央に設けられている。燃焼部は140

cmX 53cmの楕円形で、床面から 8cm程窪んでおり、煙

道部は40cmが確認できた。

] : I1炎黄色調 1残］0(％)|D区 備 考

] : Iにぶ’黄： I残びI土坑 備 考

色調 残存（％） 注記番号 | 備 考

1 杯 (10. 0) 2.9 DJ 不良 にぶい橙 20 B区
2 甕 (23.0) ABJ 普通 にぶい黄褐 50 No3 • No4 • No5 I カマド
3 甕 20.4 BDEJ 良 橙 75 歯3 カマド
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第23図第12号住居跡

く1

＼
 

SK 28 

B 

SJ 6 

｀`` ｀`` ｀`` -----==-----
』

B 64.01 B 

＇言冒冒—`／口

1 にぷい黄褐色(10YR5/4)

2 褐色 (10YR4/4) 

3 疇色 (10YR3/3) 

4 褐色 （10YR4/4) 明黄褐色シルト

5 褐色 （10YR4/4) 黄色土粒子・炭化物
--Ifl̀‘‘‘¥、6 明黄褐色シルト （地山）

7 明黄褐色シルト 褐色土

!1胃 ：竺二ば雷
< 

2m 
1 :60 

カマド

＜
 

可

悶言
1 にぶい黄褐色(IOYRS/4)

2 にぷい黄橙色(IOYR7/4)

3 にぷい黄褐色(IOYR4/3) 焼土多

4 褐色 (IOYR4/4) 

5 黒褐色 (IOYR2/3) 焼土・炭化物若干含

6 黄褐色 (IOYR5/6) 

7 褐色 (IOYR4/4) 白色粒子多

●
6
.
C
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<
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B 63.9, B C 63.9● c
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Im 
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1 : 4 

-31-



第24図第13号住居跡・カマド

ーーp
 

L
 亨

／

◎

□皇

贔
。
◎
d

R

P

e

◎
 

9
.
 

／

ー

1

＼

＼

 

、,
1
1
1
1
1

A64.0• SK1 A' 

胃
864.0• SK2 s・ 

冒

p2 

SKl 
1 暗褐色
2 黒褐色
3 橙褐色

4 暗茶褐色
5 黄褐色

-----------------------

P3 

1 暗茶褐色
2 暗褐色
3 茶褐色
4 疇色

5 灰褐色

P4 

1 暗灰褐色
2 褐色
3 茶褐色

カマド

B 

(10YR5/4) 焼土・炭化物借か
(10YR3/4) 焼土・炭化物やや多
(10YR5/6) 焼土・炭化物少、暗褐色土やや多
(10YR7/6) 締まり良い（地山）
(10YR7/4) 粘質土プロック

p3 
C64.0• C' 

筐
p4 

064.o, o・ 
•一

胄

p5 • 6 • 7 
E64.0• E" 

p,9 
F 64. 0• F' 

宣讐
2m 
1 : 60 

(JOYR6/2) 焼土・炭化物やや多
(JOYR6/6) 焼土・炭化物少
(10YR4/4) 焼土・炭化物少

＜ ． 

B' 

(10YR3/4) 焼土・炭化物多、やや軟質
(10YR2/2) 焼土やや多、炭化物多
(7.5瑯／8)焼土層、焼土塊主体、炭やや多
(10YR4/6) 焼土・炭化物やや多
(10YR7/6) 茶褐色土やや多

，
 

•
o．
マ9

V
 

, B 64.0• B
 

P5・6・7 
1 暗茶褐色
2 茶褐色
3 暗褐色
4 暗茶褐色

5 褐色

SK2 
1 茶褐色

2 褐色
3 疇色

(10YR4/3) 焼土 ・炭やや多
(IOYR6/6) 炭化物少
(IOYR3/3) 焼土・炭化物やや多
(10YR4/3) 黄褐色土やや多
(10YR7/4) 茶褐色土やや多

1 茶褐色
2 暗褐色
3 褐色
4 褐色
5 茶褐色

6 麟色
7 茶褐色

(10湘5/4) 焼土・炭化物多、灰褐色土少
(IOYR6/3) 焼士 ・炭化物やや多
(IOYR3/4) 焼士・炭化物やや多、灰褐色土少

P 11 
1 暗茶褐色
2 黄褐色
3 茶褐色
4 褐色

(!OYR4/4) 焼土・炭化物・黄褐色土少
(10YR7/6) 茶褐色土少
(10YR4/6) 焼土・炭化物やや多
(10YR6/6) 焼土・炭化物多

(10YR6/6) 焼土・炭化物やや多
(10YR4/4) 焼土・炭化物多、灰褐色土やや多
(IOYR6/4) 暗褐色土・灰褐色土やや多
(IOYRB/3) 焼土・炭化物僅か、灰褐色土多
(10YR5/6) 焼土・炭化物やや多、灰褐色土少益
(IOYR3/4) 焼土 ・炭化物やや多、灰褐色士僅か
(IOYR4/6) 焼土・炭化物極僅か

Im 
1 : 30 
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第25図 第13号住居跡出土遺物
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第26図第14号住居跡出土遠物
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第27図第14号住居跡・カマド

"i <i 

l¥a 
1 灰褐色 (10YR7/3) 焼土・炭化物少

L ¥¥ 

＼ュ 1-11 
2 暗褐色 (10YR3/4) 焼土・炭化物・灰褐色土斑状にやや多

'-込名̀

3 茶褐色 (10YR5/6) 焼土・炭化物少塁、灰褐色土やや多

4 暗褐色 (IOYR3/4) 焼土・炭化物多、灰褐色土少

5 茶褐色 (10YR5/4) 焼土・炭化物やや多、灰褐色土少

＼＼ I I葵攣 Pl 
1 褐色 (IOYR6/6) 焼土・炭化物少、暗褐色土やや多

2 茶褐色 (10YR4/4) 焼土・炭化物やや多

3 灰褐色 (10YR7/3) 暗褐色土少

| Iょ侭窯．゚ 
く・| 可
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C64 0. C' 

B 64.0● B' 

2m 
1 : 60 

カマド
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夏
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B 64.旧 B 

1 灰褐色 （10YR7/3) 焼土・炭化物少
2 黒褐色 (10YR3/2) 焼土・炭化物多、灰褐色土斑状にやや多

3 疇色 (10YR3/4) 虹・炭化物・灰褐色土やや多

4 暗褐色 （10YR3/4) 焼土・炭化物多、灰褐色土少
5 灰褐色 (!OYR?/4) 暗褐色土やや多

6 灰褐色土プロック(!OYR?/6)
7 褐色 （10YR7/6) 焼土・炭化物少、暗褐色土やや多

8 嚇諏色 (5YR3/6) 記・炭化疇

9 暗茶褐色 (10YR4/4) 焼土・炭化物・灰褐色土少

lm 
1 :30 
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第13号住居跡出土遺物観察表（第25図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 鉢 (18. 0) AJ 普通 にぶい黄橙 10 NQ7 p 2 

2 甕 (24.0) DGJ 普通 にぶい橙 10 カマド

3 甕 (23. 0) DEG 普通 にぶい橙 10 p 4 

4 壷 18.5 BJ 普通 橙 60 体部外面刷毛目

5 壷 (7.4) ABDJL 不良 にぶい赤褐 20 池2 カマド

第14号住居跡出土遠物観察表（第26図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 杯 (13. 6) BDE 普通 にぶい褐 25 NQlO 

2 杯 (14. 0) 4.2 B DE 普通 にぶい黄橙 30 Nol4 • C区 カマド左袖直上

3 杯 (16.0) 4.2 ABEJL 不良 にぶい橙 20 No4 カマド右袖直上

4 杯 (15. 0) 3.8 ABDEJL 普通 褐灰 20 Nn9 

5 坪 (14. 0) BE 不良 褐灰 10 

6 杯 (15. 6) 4.0 DEJ 不良 にぶい黄褐 70 蜘5• 9 • A区

7 杯 (14. 0) AB] 良 にぶい橙 15 A区

8 杯 5.2 B 良 灰 40 No2 底部右回転ヘラ削 り， 台付甕 (12. 0) GJ 普通 にぶい橙 10 Noll 

10 甕 BDJ 普通 橙 10 Nal2 外面 ↓方向・→方向ヘラ削 り

11 甕 7.8 BE 普通 にぶい橙 70 Nnl 外面 ↓・→方向ヘラ削り

遺物は、土師器坪と銅製品、土錘、玉・臼玉が出土

した。銅製品（4)と臼玉 (6)は床から僅かに浮い

た状態で出土した。

4は刀装具の一部で現存長2.37cm、現存幅1.01cm 

厚さ0.32cm、重さ2.66 gである。 5は灰白色に酸化

したガラス玉と考えられる。径7.0mm、孔径4.1mm、厚

さ3.4mm、重さ0.28 g。6は臼玉で径5.5mm、孔径1.8

mm、厚さ2.8mm、重さ0.14g。

第16号住居跡（第30図）

N-7グリッドに位置する。南東部が第73号住居跡

の上に乗っている。平面は、軸長2.98mX3. 27mの

方形で、深さ10cm程を測る。壁溝は、北・西壁と南壁

の一部で検出した。幅8~17cm、深さ 3~6cmを測る。

主軸方位は、 N-14°_Wを指す。

カマドは、北壁の東寄りに設けられている。燃焼部

第15号住居跡出土土錘観察表

は、 95cmX61cmの楕円形を呈し、床面から 7cmほど窪

んでいる。

貯蔵穴は、北東隅にあり径55cmX60cmの円形である。

遺物は、土師器杯・甕が出土した。

第17号住居跡（第31図）

O-7. 8グリッドに位置する。平面は、軸長2.70 

mX2.95mの方形で、深さ 16cm程を測る。主軸方位

は、 N-74°-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられ、東側に寄っている。燃

焼部は、 104cmX80cmの方形を呈し、床面と同じ高さ

である。

貯蔵穴は、南東隅に設けられ、径28cmX30cmの円形

を呈する。

遺物は、須恵器杯・高台付椀、土師器甕、土錘が出

土した。

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存（％） 備 考

1 (3. 18) 1. 32 0. 60 (3. 76) Ba にぶい橙 30 

2 (3.90) 1. 57 0.69 (7. 99) Ba にぶい黄橙 60 

3 (5. 16) 1. 34 0. 60 (7. 83) Ba にぶい黄橙 70 

4 4.20 2.21 0.35 17.92 C a VI にぶい黄橙 100 カマド

5 7.44 1. 59 0.52 14.64 Ba皿 淡黄 100 

第17号住居跡出土土錘観察表

番号I長さ

2
 

3.45 

6.50 

径

1. 75 

1. 42 

孔径

0.45 

0.53 

巴 ）

10.85 

分類 色調 I残存（％）
Ca VI にぶい黄橙

Ba皿 褐灰

備 考

区

区
B

B

 

0
0
0
0
 

l
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第28図第15号住居跡
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B 63.9● 
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pl 
c 63.8● 

P2 P3 
C' 

P, 
063.8● o・ 

p5 
E 63.8• E 

2m 
1 ;60 

1 暗茶褐色
2 暗褐色
3 茶褐色
4 褐色

5 茶褐色

6 黒褐色
7 灰褐色

P4 

1 茶褐色
2 褐色
3 暗褐色
4 褐色

5 黄褐色

6 茶褐色

(10YR4/6) 灰褐色土・焼土・炭化物やや多
(10YR4/4) 黄褐色土少、焼土・炭化物やや多
(10YR6/Z) 黄褐色土やや多
(10YR5/3) 黄褐色土少
(10YR5/8) 灰褐色土やや多、焼士 ・炭化物少
(10YR3/4) 焼土・炭多旦
(10YR6/6) 焼土・炭やや多

(IOYR5/4) 焼・炭化物やや多、黄褐色土少
(IOYR5/6) 暗褐色土斑状にやや多
(IOYR3/4) 黄褐色土少
(IOYR5/6) 暗褐色土少、やや砂質
(IOYR7/8) 暗褐色土少
(IOYR4/6) 黄褐色土少

P 1 • 2 • 3 
1 暗赤褐色
2 褐色
3 茶褐色
4 暗褐色
5 灰褐色
6 暗茶褐色
7 茶褐色

P5 

1 暗褐色
2 黄褐色
3 茶褐色

(5YR3/3) 焼士・炭化物多
(IOYRS/4) 黄褐色土やや多
(IOYR4/4) 焼土 ・炭化物少
(IOYR3/4) 焼土 ・炭化物多
(IOYR6/4) 暗褐色土少
(IOYR3/4) 焼土・炭化物やや多、黄褐色土少
(IOYR4/6) 焼土・炭化物・黄褐色土少

(10YR3/3} 即易色土斑状にやや多く、焼土・炭化物少
(10YR5/6) 暗褐色土斑状多
(10YR4/4) 黄褐色土僅か
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第29図 第15号住居跡カマド ・出土遺物

可
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≪I 

B 63.9, B' 

•V 

C 63.9, C' 

1 にぷい黄褐色（10YR5/4) 焼土塊多
2 暗褐色 (10YR3/3) 焼土塊・炭化物・灰白色シルト
3 明黄褐色シルト(10YR6/6)
4 にぷい黄橙色(10YR6/4) 白色微粒子
5 にぶい黄橙色(10YR6/4) 白色微粒子、焼土若干
6 暗褐色シルト(10YR3/4)焼土多く、灰白色シルト若干
7 明黄褐色シルト(10YR7/6)
8 暗褐色シルト(10YR3/4)炭化物多
9 疇色シルト(10YR2/3)

~I |冒言 i：言芯乙以塁靡ロニ亡悶色蜘躇干
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ーいいい
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1 ; 30 0 3cm 
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こ □□2
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第15号住居跡出土遺物観察表（第29図）

番号I器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存(%)I 注記番号 I 備 考
杯 (14. 4) 4.6 BDEJ 普通 にぶい橙 65 I No 1 P3 

2 3 
杯 (12. O) BD 不良 にぶい橙 10 

杯 (14.0) B 良 にぶい褐 15 IP3 
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第30図第16号住居跡
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貯蔵穴

c
 

言
Im 
1 : 90 

2m 
1 :60 

1 黒褐色 （10YR3/1) シルト質、地山土少、焼土・炭化物僅か
2 黒褐色 (10YR3/2) シルト質、地山土少、焼土 ・炭化物僅か
3 黒褐色 （10YR3/2) シルト質、地山土プロック多、焼士・炭化物僅か

貯蔵穴血易色 (10YR3/2) 地山土少、焼士僅か

1 黒褐色 （10YR3/1) シルト質、地山土少、焼土・炭化物僅か
2 暗褐色 (!OYR3/3) 地山土・焼土・炭化物少
3 暗褐色 (!OYR3/3) 地山土プロック多

4 黒褐色 (10YR3/2) 焼土・炭化物・灰多
5 にぷい黄褐色(10YR5/4) 地山土主体
6 暗褐色 (10YR3/3) 地山土少、焼土プロック多、炭化物・灰僅か
7 暗褐色 (10YR3/3) 地山土多、焼土・炭化物僅か

三 ／， □ 
三―――
--̀---= 
」ここ＼、 4 

10cm 
1 :• 

第16号住居跡出土遺物観察表（第30図）

番号I器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％）1 注記番号 」 備 考

坪 (13. 0) DG 普通 橙 20 I A区

3 4 2 

甕 13. 7 BDG 普通 にぶい赤褐 50 
甕 (19. 0) 18.8 (8.0) BD 普通 にぶい赤褐 40 Nol カマド 底部一方向ヘラ削り

甕 23.4 BEJ 普通 にぶい赤褐 90 Na2 • 3 貯蔵穴
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第31図第17号住居跡 カマド

叶 ＼
可 三 可

B B' 

B' 

<| ： :1 

B 63.9■ B' 

虐’ 翫
B 63.911 B C 63.9● C Im 

P, 1 : 30 

麟 1 灰褐色 (IOYR4/2) 炭・焼土少、地山土プロック、焼土プロック

2 黒褐色 (IOYR3/2) 焼土・炭・地山土少
3 灰褐色 (10YR4/2) 地山土プロック多

2m 4 灰褐色 (IOYR4/Z) 焼土プロック多、地山土やや多
1:60 

Pl 
1 図酷 (10YR4/2) 脚ヒ物・焼土少、地山土プロック 1 暗褐色 (10YR3/4) 黄褐色土（地山土）粒プロックやや多

2 にぷい褐色 (10YR5/4) 地山土プロック多、焼土・炭化物僅か 2 暗茶褐色シルト(10YR4/4) 炭化物・焼土極僅か、粘質

口 ： □□3 

10cm 
1 : 4 

第 17号住居跡出土遺物観察表（第31図）

アI 嵩：~： 1]：国1: : I : : 1点］土L1号：に：v：I残言1(%)I::::[::I:+5門：右：転糸切：
第 18号住居跡（第32• 3 3 • 34図）

0-8グリッド中心に位置する。第55号・第74号住

居跡を切っている。平面は、軸長4.38mX3.46mの

方形で、深さ33cm程を測る。壁溝はほぽ全周し、幅19

~33cm、深さ4~9cmを測る。主軸方位は、 N-3°

-Eを指す。

カマドは、北壁の東寄り （A)と東壁中央 (B)に

設けられている。カマドAの燃焼部は、 122cmX53cm

の楕円形を呈し、床面から深さ23cmを測る。煙道部は

傾斜しながら上がり、 107cmを確認できた。燃焼部か

ら煙道にかけての一部で被熱した天井部が遺存して

いた。カマドBの燃焼部は、 105cmX50cmの楕円形で、

床面からの深さ23cmを測る。燃焼部と煙道部は段差を

持ち83cm確認できた。燃焼部から煙道の煙出しまで天

井が遺存し、煙出しは径30cmX27cmの円形を呈してい

る。

遺物は、須恵器杯・椀 ・高台付椀・高台付皿・甕、

土師器甕、石製紡錘車、土玉、土錘が出土した。紡錘
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第32図第18号住居跡
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1 謝易色 (IOYR3/l) 地山土少、炭化物・焼土やや多
2 にぷい黄褐色(IOYR4/3) シルト質、地山土プロック状、焼土・炭化物
3 黒褐色 (IOYR3/Z) 地山土少、炭・焼土少葦含み、粘性やや有り
4 黒色 (IOYRZ/1) 炭化物を主体とする層、地山土・焼土少粘性有り
5 灰黄褐色 (IOYR4/Z) 焼土・炭・地山土少

6 灰黄褐色 (10YR4/2) 灰黄褐色中に地山土多
7 黒褐色 (10YR3/1) 炭化物 ・焼土プロック・地山土プロック

粘性やや有り

8 黒褐色 (10YR3/1) 炭化物・地山土プロック
9 黒褐色 (10YR3/1) 炭化物多、地山土プロック、粘性有り

第18号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存（％） 備 考
1 (3. 00) 1. 74 0.50 (5. 89) Ba 灰黄褐 30 D区
2 (3.20) 1. 60 0.45 (6. 99) Ba 褐灰 30 A区
3 (3. 79) 1. 65 0.85 (6. 70) Ba にぶい黄橙 40 c区
4 (4. 04) l. 69 0.50 (9.51) Ba 灰白 60 D区
5 (4. 08) 1. 56 0.58 (9.04) Ba 灰黄褐 60 D区
6 4.00 1. 78 0.60 11. 43 B a VJ にぶい黄橙 100 C区
7 4.18 1. 74 0.55 11. 59 Ba VI にぶい橙 100 D区
8 4.22 1. 82 0.50 12.39 Ba VI 褐灰 100 No. 16 ， (5.07) 1. 60 0.50 (9.68) Ba にぶい橙 80 D区
10 6.03 1. 78 0.55 (14. 81) BaN 浅黄橙 95 D区
11 6.42 1. 92 0.65 (18. 86) BaN 灰黄 95 No.19 
12 6.09 2.06 0.48 25. 24 BaN 灰黄褐 100 D区
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第33図第18号住居跡カマドA・B、出土遺物（1)
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カマドA

1 にぶい黄褐色（10YR4/3) シルト質、地山土プロック、焼土・炭化物

2 黒褐色 (10YR3/2) シルト質、地山土プロック多、焼土・炭化物僅か

3 にぷい黄褐色（10YR4/3) 焼土プロック多く、地山土プロック・炭化物少

4 黒褐色 (10YR3/2) 地山土少、炭化物・焼士少量含み、粘性やや有り

5 黒褐色 (10YR3/2) シルト質、地山土プロック多、炭化物・焼土少

6 黒色 (10YR2/1) 炭化物・灰を主体、地山土・焼土少量、軟かい

7 灰黄褐色 (10YR4/2) 地山土・焼土・炭化物少塁

8 疇色 (10YR3/2) 地山土（プロック含）多、焼土少忌

9 黒褐色 （1DYR3/2) 地山土少、炭少蓋

10 明赤褐色 (2.5YR5/8)焼土（被熱面）

カマドB
1 褐色 （10YR4/4) 焼土・黄褐色土多

2 明黄褐色シルト(10YR6/6)

3 暗褐色 (10YR3/3) 焼土・明黄褐色シルト若干

4 にぷい黄褐色(10YR5/4) シルト質、カーボン若千

5 暗褐色 （10YR3/4) カーボン若干

6 にぶい黄褐色（10YR5/4) 暗褐色土多

1 m 
9 : 90 

□ 
｀ ＼ー～

三 口

口一

＼ 

ロニー

ロロニン／

三二□言

ー ニ

10cm 
l : 4 
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第34図第18号住居跡出土遺物 (2)
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10cm 
1 : 4 

車は覆土中で、土玉は床面からの出土である。

27の石製紡錘車は、長径4.4cmX短径3.0cm、厚さ

1.8cm、孔径0.7~0.9cm、重さ26.56 gで半分は欠損

- 42 -
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している。

28の土玉は、径11.6mmX 10. 6mm、孔径2.6mm、重さ

l. 45 gである。



第18号住居跡出土遺物観察表（第33• 34図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 坪 12.9 3.9 7.1 BL 良 灰 90 Nnl4 • 15 • D区 床
2 坪 12.6 3.5 6.2 EL 不良 灰黄褐 75 Nol2 • D区 底部右回転糸切 り

3 坪 13.2 3. 7 6. 1 AHJL 不良 黄灰 90 蜘3 床底部右回転糸切 り

4 杯 13.0 3.3 6.3 EHKL 不良 灰 60 N叫7• D区 床底部右回転糸切 り

5 妬 13. 1 3. 7 6.6 EL 不良 にぶい黄橙 70 Nol3 • D区 床十5cm 底部右回転糸切 り

6 杯 (13. 0) 3.5 (7. 0) BJ 普通 灰 30 カマド・ A区 底部右回転糸切り

7 杯 (12. 4) 3.6 (6. 0) BJ 普通 灰 40 勘6 床十8cm 底部右回転糸切り

8 坪 (13 4) 3.4 (7. 0) EJ 普通 にぶい赤褐 40 蜘5 底部周辺ヘラ削り酸化焔焼成， 杯 (13. 0) 3. 1 6.2 HJL 普通 橙 30 D区 底部右回転糸切り酸化焔焼成

10 杯 (13. 4) 3.2 (7.0) L 良 灰 20 B区 底部回転糸切 り2回

11 杯 (12.6) 3.3 6.2 FL 普通 灰 30 Na28 床底部右回転糸切 り

12 坪 (12.5) 3.6 6.3 J 良 灰 40 No2 

13 坪 13. 1 3.2 7.0 AFL 良 灰 90 池22 床底部右回転糸切り

14 椀 (15. 0) 5. 7 (7.0) ABFJL 不良 灰 50 池24• A 区• D 

15 椀 15.2 EGHL 不良 灰赤 50 Nol8 • D区 床 内面体部一部、底部に油煙付着
酸化煙焼成

16 高台付椀 (14. 8) 6.5 (7. 2) BFHJ 普通 灰 20 悩4• A区
17 高台付椀 (13. 6) 6.9 (8. 0) J L 普通 灰 35 NQ7 

18 高台付椀 8.3 BL 良 灰黄 60 Na25 

19 高台付皿 (13. 9) 3.2 7.4 AJ 不良 にぶい黄橙 60 Nall 床

20 甕 (21.0) ADEG 普通 にぶい橙 25 Na9 • 10 • A区 床
21 甕 (20. 0) BG 普通 にぶい橙 15 カマド

22 甕 (21. 0) BE 良 にぶい赤褐 25 カマド

23 甕 (13. 0) DJL 普通 にぶい赤褐 10 D区

24 甕 BJ L 良 灰 20 No20 • 21 床

25 甕 4.3 BD 普通 にぶい褐 70 カマド

26 甕 (7. 2) JKL 普通 にぶい黄褐 30 D区

第19号住居跡（第35図）

P-5 • 6グリッドに位置する。第7号住居跡に切

られ、第23号 ・第24号・第53号住居跡・第34号土坑

の上に乗っている。平面は、軸長3.45mX4. 88mの

長方形で、深さ15cm程を測る。壁溝は西壁と南壁の一

部にあり、 14~22cm、深さ4~6cmを測る。主軸方位

は、 N-39°-Wを指す。

カマドは、北壁に設けられている。燃焼部は、 120

cmX 52cm、床面から深さ20cmを測る。煙道部は緩やか

に傾斜して上り62cm確認できた。

遺物は、覆土中より土師器杯、土錘を出土した。

第19号住居跡出土土錘観察表

第20号住居跡（第36図）

N_6グリッドを中心に位置する。カマドのみの検

出で、平面は確認できなかった。主軸方位は、 N-33°

-Wを指す。

カマドは、北壁に設けられていると考えられる。燃

焼部は、 148cmX84cmの楕円形を呈し床面から深さ20

cmを測る。煙道部は40cm確認できた。

遺物は、土師器杯・甕、須恵器杯、土錘が出土した。

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存（％） 備 考

1 (4. 31) 1. 59 0.51 (5. 48) B 黄灰 ．灰黄 20 c区
2 (4.15) 1. 71 0.68 (10. 86) Ba 淡黄 60 D区
3 (4. 46) 1. 60 0.60 (10. 40) Ba 淡黄 70 C区
4 4.98 1. 67 0.55 10. 12 CaV にぶい橙 100 D区
5 4.31 1. 83 0.50 12.59 Ba VI にぶい橙 100 A区
6 5.34 l. 67 0.52 12. 71 BaV にぶい黄橙 100 D区
7 7.25 1. 75 0.51 20.86 B'a皿 黄灰 100 A区

第20号住居跡出土土錘観察表

円2 I (4. 30) 
径

1. 17 
1. 74 

孔径

0.45 
0.40 

重さ(g)

(1. 22) 
(11. 04) 

7];9 |黄灰色調 □0(%)1カマト 備
Ba 橙 60

考
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第35図第19号住居跡
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1 茶褐色
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3 暗茶褐色
4 褐色
5 褐色
6 黄褐色
7 赤灰褐色

夏
．
マ
9

V
 

"..63.9• p2 9' 

2 2 3 

E 63.9• p E' 
ー 3 ー・

言
1 褐色シルト (10YR4/4) 炭化物粒子若干
2 褐色シルト (10YR4/4) 白色微粒子若干
3 褐色シルト (10YR4/4) 明黄褐色シルト
4 にぷい黄褐色(10YR5/4)

2m 
1 :60 

Pl 
1 褐色
2 茶褐色
3 茶褐色
4 淡褐色
5 茶褐色

P3 
1 褐色
2 褐色
3 明黄褐色

(10YR6/6) 焼土・炭化物少塁
(10YR5/6) 黄褐色土やや多含
(10YR4/6) 締まり良い
(10YR7/6) 
(10YR4/6) 焼土・炭化物俺か、粗粒

P2 
1 黒褐色 （10YR3/2) 炭化材
2 浅黄橙色 (10YR8/4) 
3 黒褐色 （10YR3/2) 浅黄橙色土
4 にぷい黄褐色(10YR5/4)
5 にぷい黄褐色(10YR4/3)

(10YR4/4) 焼土・炭化物
(10YR4/4) 明黄褐色土
(10YR7/6) 

(IOYR5/4) 焼土・炭化物少醤、黄褐色土やや多
(IOYR6/6) 焼土・炭化物やや多
(IOYR3/4) 焼土・炭化物多旦
(IOYR7/8) 焼土・炭化物やや多
(IOYR6/6) 焼土・炭化物少呈
(10YR7/6) プロック・褐色土少量含
(5YR6/8) 焼土・炭化物多盤（被熱土）

B 63．9' B' 

冒
C 63.9● ユ

二
10cm 
1 : 4 
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一ヽ＋にヨ吐L.U..J..澤紐如知ヨ空

第36図
第20号くイ：居跡カマ］出土遺物く

・c, 
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-::::;JI ニ`ニノ

B 63.8● 

(10YR4/6) 

2 黄褐色 (10YR5/6) 灰色シルト

3 暗褐色 (10YR3/4) 焼土多

4 黄褐色 （10YR5/6) 明黄褐色シルト

5 にぶい黄褐色(10YR5/4) 焼土若干

6 褐色 (10YR4/4) 

7 にぶい黄褐色(lOYRS/4) 白色粒子若干
8 明黄褐色 (10YR7/6) 

9 暗褐色 (10YR3/3) 

10褐色シルト (10YR4/6) 

11 にぷい黄褐色シルト(10YR4/3)黄褐色シルト

12焼土
13 黒褐色 (IOYR2/3) 

1 m 
1 :30 

o::,_J-l-E2吐山↓．涅判如知ヨ塞

第21号住居跡（第37・38図）

N • 0-7 グリ ッ ドに位置する 。 第17号住居跡 ・ 第

1号性格不明遺構に切られている。平面は、軸長3.85

mX4.30mの方形で、深さ10cmを測る。主軸方位は、

N-22°-Wを指す。

カマドは、北壁のやや東に設けられている。燃焼部

は、 90cmX70cm、床面から深さ23cmを測る。煙道部

は32cm確認できた。

貯蔵穴は、北東隅 （A)と南西隅（B)の2基が検

出された。貯蔵穴Aは、上面は9lcmX70cmの楕円形、

底面は円形を呈している。貯蔵穴Bは、 145cmX105cm 

の楕円形で、底面は方形を呈している。

遺物は、土師器坪 ・甕．甑が出土した。坪 （3)

甑（6）は貯蔵穴Bの深さそれぞれ70cm、50cmで出土

と

した。
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第37図 第21号住居跡 ・カマド
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貯蔵穴 B

B :旦

貯蔵穴 B

863.9• B
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B' 
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カマド

貯蔵穴A
1 暗褐色 (10YR3/3) 地山土少、炭化物僅か
2 灰黄褐色 (10YR4/2) 地山土プロック、焼土・炭化物少
3 暗褐色 (10YR3/3) 地山土多、炭化物僅か
4 にぶい黄褐色（10YR4/3) 地山土多

、V

ー
•V 

貯蔵穴B
1 にぶい黄褐色（10YR4/3) シルト質、地山土少、焼土・炭化物僅か
2 黒褐色 (10YR3/2) シルト質、焼土プロック ・地山土少、

炭化物多

3 にぷい黄褐色（10YR4/3) シルト質、地山土少
4 暗褐色 (10YR3/4) 地山土多、炭化物を多
5 灰黄褐色 (10YR4/2) 地山砂多、炭化物少旦、やや砂質

.,I 
.
o
o
.
C
9
<
 

B 63.8, 

1 にぶい黄褐色(10YR4/3) 地山土、焼土・炭化物僅か、シルト質
2 黒褐色 (10YR3/Z) シルト質、焼土 ・焼土プロック多

炭化物・地山土少

3 黒褐色 (10YR3/Z) シルト質、焼土・炭化物少、地山土多
4 にぶい黄褐色(10YR4/3) シルト質、地山土多、炭化物少
5 暗褐色 (10YR3/3) シルト質、地山土多、焼土 ・炭僅か
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第38図 第21号住居跡出土遺物

三 胃 □ 

第21号住居跡出土遺物観察表（第38図）

番号 器種 口径 器 高` 底径 胎土

1 杯 (13. 0) 4.4 BE 

2 杯 12.6 4.5 EJ 

焼成 色調 残存（％）

不良 橙 60 

良 橙 60 

＼□＼ ¥ ¥ ¥ 
¥¥ ¥¥¥ ¥ 

注記番号 備 考

貯蔵穴B

貯蔵穴B 内面全面・外面口縁部に赤彩

10cm 
1 : 4 

3 杯 10. 8 4.8 6. 7 BFJL 普通 にぶい黄橙 100 Na7 貯蔵穴B 底部手持ちヘラ削 り

4 甕 (15. O) DGJ 普通 にぶい赤褐 30 Na2 カマド

5 甕 AEJL 不良 にぶい赤褐 20 Nol • 3 カマド

6 甑 (22.0) 18.0 (3.0) DEGJL 普通 にぶい黄橙 40 Nu8 貯蔵穴B

第22号住居跡（第39図）

0-6グリッドに位置する。第57号住居跡の上に乗

り、第4号性格不明遺構を切っている。平面は、軸長

3. 38mX3. 65mの台形で、深さ13cm程を測る。壁溝

は南壁の一部に確認され、幅13~23cm、深さ 4~7cm

を測る。主軸方位は、 N-64°-Eを指す。

カマドは、東壁のやや南寄りに設けられている。燃

焼部は137cmX62cmの楕円形を呈し、床面から深さ20

cmを測る。煙道部は33cm確認できた。

遺物は、須恵器杯、土師器甕、土錘が出土した。

第22号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g)

1 (3. 58) 1.32 0.51 (3. 05) 
2 3.90 1. 89 0.42 11. 84 
3 4. 15 2.00 0.48 14.23 
4 5.24 1. 78 0.46 16.01 
5 5.83 1. 57 0.41 (11. 57) 
6 6.00 1. 73 0.50 (14. 43) 

第23号住居跡（第40• 41図）

P-5 • 6グリッドに位置する。第19号住居跡に切

られている。平面は、軸長4.35mX4. 62mの台形と

考えられ、深さ14cm程を測る。主軸方位は、 N-46.5° 

-Wを指す。

カマドは、北西壁やや北東寄りに設けられている。

燃焼部は、 146cmX60cmで、焚き口は土坑状を呈し床

面から深さ10cmを測る。

遺物は、土師器杯・盤・鉢が出土した。

分類 色調 残存（％） 備 考

B 橙 30 
C a VI 浅黄 100 No.9 
B a VI にぶい黄橙 100 A区
BaV 褐灰 100 
BaN 褐灰 95 A区
Ba 褐灰 95 A区
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第39図第22号住居跡
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Im 
1 :30 

2m 1 にぷい黄褐色（10YR4/3) 焼土若干
1:60 2 褐色 （10YR4/4) 

3 にぷい褐色シルト(10YR5/4)
4 暗褐色 (10YR3/4) 
5 暗褐色 （10YR3/4) 焼土若干

6 炭灰層
7 焼土

8 疇色 (10YR3/4) 虹多含
9 にぷい黄褐色シルト(lOYRS/3)
10 にぶい黄褐色シルト(10YR6/4)炭化物・灰若干

＿＿ニー／ー：2 ロニ―
----1--]一¥ー-

第22号住居跡出土遺物観察表（第39図）

番号器種口径器高底径胎土

坪 13.3 I 3. 8 I 6. 7 I AG J L 
杯 12.9 I 3. s I 5. 7 I AF J L 
甕 (20. 0) I I I B DEG I普通
甕 I I 4.5 I BEG 

：成｀調 1残［；％）

良

普通 にぶい赤褐

注記番号

Na8 • B区
70 1Na7・ B区

10 IN叫

40 I A区

備考

床底部右回転糸切り

床底部右回転糸切 り

カマド
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炭化物僅かに含1 褐色 (IOYRS/4) 焼土・
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B 63.91 B' 

C 63.9● _s・ 

Im 
1：印

1 暗赤褐色
2 暗茶褐色
3 暗赤褐色
4 茶褐色
5 赤褐色
6 茶褐色
7 褐色
8 暗茶褐色
9 褐色

(5YR4/6) 焼土・炭化物多呈に含
(IOYR4/4) 焼土・炭化物少蘊含
(5YB2/4) 焼土 ・炭化物やや多く含

(IOYRS/4) 記・即湯頻、褐色土やや多く含
(5YR5/8) 焼土・炭化物多旦に含
(IOYRS/8) 焼土・炭化物はほとんど含まない
(IOYR6/8) 焼土・炭化物やや多く含
(IOYR4/4) 焼土・炭化物少昼含
(IOYR6/4) 婉・炭化物ほとんど含まず、暗褐色土少忌含
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第41図 第23号住居跡出土遺物
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第23号住居跡出土遺物観察表（第41図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 坪 (12. 0) 3.4 AJ 不良 橙 10 Na4 床

2 坪 (12. 4) 3.4 BE 普通 橙 35 カマド

3 杯 (13. 0) ABFJ 不良 にぶい橙 10 
4 盤 (22.4) 2. 7 DEJ 不良 にぶい黄橙 30 Na2 
5 鉢 23.6 9.9 (13. 4) BJ 普通 にぶい赤褐 60 Nol • 3 床十5cm 

第24号住居跡（第42図）

P-5グリッドに位置する。第19号・第23号住居跡

に切られている。カマドのみの検出で、主軸方位は、

N-45°-Wを指す。

第25号住居跡（第43• 44図）

0-8グリッドに位置する。第54号・第55号住居跡

を切っている。平面は、 軸長3.47mX3. 85mの方形

で、深さ46cm程を測る。壁溝は西壁と北壁の一部で検

出し、 幅12~22cm、深さ 5~7cm程を測る。主軸方位

は、 N-62°-Eを指す。

第25号住居跡出土土錘観察表 (1)

第42図 第24号住居跡カマド

1 暗褐色
2 茶褐色
3 暗茶褐色

"'I 

•
C
9< 

1 m 
1:X) 

(10YR3/4) 焼土・炭多員に含
(10YR6/4) 疇色士やや多く、焼士・炭少塁含
(10YR4/6) 焼土・炭やや多

番号 長さ 径 孔 径 重さ(g) 分類 色調 残存（％） 備 考

1 (2.37) 1. 52 0.55 (2.65) Ba にぶい黄橙 20 c区
2 (2. 57) l. 36 0.55 (2. 93) Ba にぶい橙 20 南東区
3 (2.83) 1. 14 0.50 (2.64) Ba にぶい黄橙 80 A区
4 (2. 77) 1.09 0.47 (3. 24) B'a 黒褐 40 c区
5 (2.93) 1. 51 0.60 (4. 32) Ba 橙 30 A区
6 (2.94) 1. 69 0.48 (5.49) Ba 灰黄褐 30 A区
7 (3.01) 1. 76 (0.36) (4. 83) B にぶい橙 20 A区
8 (2.45) 1. 78 0.42 (8. 54) B にぶい黄橙 30 c区， (3.62) 2.21 0.53 (10. 12) Ca にぶい黄橙 45 北東区
10 (3.57) 1. 56 0.82 (7.32) B'a 浅黄橙 50 B区
11 (3.80) 1. 82 0.55 (10. 57) Ba 淡黄 60 D区
12 (4. 63) 1. 68 0.60 (9. 82) Ba 黄灰 40 c区
13 (4. 89) 1. 65 0.58 (8. 96) Ba 浅黄橙 50 D区
14 (4.88) 1.44 0.45 (8. 06) Ba 浅黄橙 90 C区
15 (4. 56) 1. 93 0.42 (15. 93) Ba 黄灰 60 北西区
16 (4. 51) l. 69 0.50 (11.99) B'a 灰黄褐 80 北東区
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第43図第25号住居跡・カマド
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1 茶褐色
2 茶褐色

3 暗茶褐色
4 黒褐色

5 茶褐色
6 茶褐色

(10瑯／4) 焼土・炭化物やや多、黄褐色土少

(IOYR5/4) 焼土・炭化物やや多、

虹紅多、懇色土プロック多

(IOYR4/4) 焼土・炭化物やや多、黄褐色土やや多

(IOYR3/2) 疇、炭化物多、焼土・茶褐色士少
(IOYR5/4) 焼土・炭化物・黄褐色土多

(IOYR5/6) 焼土・炭化物・黄褐色土やや多

三 2m 
1 :60 

カマド

~I ＼ 可 瞑

i麗鬱鬱鬱喜斎

B 63.9■ C 63.9■ 

置

C‘ 

閏
1 茶褐色2 茶褐色 (10YR5/4) 焼土
3 黄褐色 （ (10YR5/4) 焼土・・炭炭イイt頃物物やややや多多、 訊色土少

4 暗茶茶褐褐色色 10YR7/6) 焼土・ 、黄褐色土多
5 (IOYR4/4) 焼土 ・炭化物・茶褐色土少
6 (10YR5/6) 焼土・炭化物やや多、黄褐色土I

""I 

7 暗茶褐茶色褐色 (1（l 0YR4/4) 焼土・炭炭化化物物や・や多、 黄褐色土少少

;I I 

8 疇色 OYR4/6) 焼土・ 黄褐色土少

冒

9 褐色 (10YR7/6) 焼土 ・炭炭イ化ヒ物物やややや多多、 黄褐色土少

＜ 

10 褐色 (10YR6/6) 焼土・炭化
(10YR6/6) 焼土 ・炭・化物物多少、、黄褐色土少゜ 黄褐色土多

Im 
130 
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第25号住居跡出土土錘観察表 (2)

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存（％） 備 考

17 (5.46) 1.50 0.52 (11. 48) B'a 褐灰 80 D区

18 5.36 2.88 0.65 15.96 BaV にぶい橙 100 D区

19 (5.15) 1. 89 0.62 (17. 18) Ba 褐灰 60 B区
20 6.00 1. 57 0.32 13.33 BaN 橙 100 C区

21 4.65 1. 98 0.40 16.80 BbV 淡黄 100 北西区

22 5.06 1. 87 0.45 17.05 BaV にぶい黄橙 100 南東区

23 5.57 1. 94 0.63 17. 79 BaV 灰白 100 A区
24 5.86 1. 63 0.55 (13. 19) BaN にぶい橙 95 北西区

25 (5. 80) 2.27 0.55 (23. 61) C にぶい橙 80 C区

26 6.08 1. 79 0.60 (14. 30) BaN 黄灰 95 南西区

27 6.31 1. 94 0.48 (19. 89) BaN 褐灰 95 カマドB

28 6.55 1. 95 0.52 (18. 64) BaN にぶい橙 95 北西区

29 7.21 1. 89 0.50 18.97 BalII にぶい黄橙 100 D区

第44図第25号住居跡出土遺物
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第25号住居跡出土遺物観察表（第44図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土

1 杯 13.2 2.8 GJ 

2 蓋 (12.4) ABFL 

3 甕 (11.0) DH 
4 甕 (20.0) BDEJ 

焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

普通 橙 60 A区

良 灰 60 c 区 •SJ 54C 区

普通 褐 10 南東区

普通 にぶい黄橙 10 南東区

カマドは、東壁やや北寄りに設けられている。燃焼

部は、 103cmX68cmで床面と同じ高さである。煙道部

ぱ燃焼部と段差を有し、 73cm確認できた。

遺物は、土師器坪・甕、須恵器蓋、土錘、石製紡錘

車、砥石、鉄製品が出土した。紡錘車（5)は一部の

断片で復元短径2.6cm、重さは5.80 g。砥石 (6)は

床面から出土し、両端がかけているが、 3面使用され、

重さは124.68 g。鉄製品はいずれも床面から出土し、

7は鎌の刃部で27.51 g、 8は両端が細くなり尖った

角柱状のもので18.83gである。
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第45図 第26号住居跡
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1 褐色 （10YR4/4) 地山土・焼土プロック少、炭化物僅か
2 にぷい黄褐色（10YR4/3)地山士 ・炭 ・灰少、焼土プロック多
3 褐色 (10YR4/4) 地山士多、焼土・・炭僅か
4 黒褐色 (10YR3/1) 地山プロック、焼土 ・炭僅か
5 黒褐色 (10YR3/1) 地山土僅か

Pl 
1 暗褐色 (IOYR3/3) 地山土少、焼土・炭僅か
2 にぷい黄褐色(IOYR4/3)
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第26号住居跡（第45図）

Q •R - 4 グリ ッ ドを中心に位置する 。 北部は第 1

号住居跡、東部は第 2 号•第27号住居跡に切られてい

る。西部は現道下で、平面は不明である。壁溝は、南

壁のみ確認され、幅12~17cm、深さ 9~28cmを測る。

第26号住居跡出土土錘観察表

主軸方位は、 N-7°-Wを指す。

カマドは、北壁に設けられている。燃焼部は、第1

号・第2号住居跡に切られ不明であるが、煙道部は90

cm確認できた。

遺物は、土師器杯・甕、土錘が出土した。

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分 類 色調 残存（％） 備 考

1 (2. 75) 1. 42 0.47 (2. 88) Ba 褐灰 40 

2 (3.90) 1. 48 0.42 (5.04) Ba 褐灰 50 

3 (4.06) 1. 53 0.60 (6. 39) Aa にぶい橙 50 A区

4 (3.94) 1. 48 0.40 (5. 85) Ba にぶい橙 50 A区

5 (4.34) 1. 62 0.57 (8. 47) Ba 淡黄 60 A区

6 (4. 62) 1. 48 0.55 (8.57) Ba にぶい橙 90 A区

7 5. 70 1. 40 0.52 10.01 BaN 淡黄 100 

8 5.80 1. 58 0.53 11. 25 BaN 灰白 100 ， 6.02 1. 50 0.51 10.61 BaN にぶい橙 100 B区

10 5.87 1. 57 0.59 (9. 62) BaN にぶい橙 95 A区

11 6.20 1. 44 0.51 (9.17) BaN にぶい橙 95 

12 (6. 33) 1. 49 0.55 (10. 46) B 灰黄褐 90 B区

13 6.30 1. 65 0.55 (11. 96) BaN 浅黄橙 95 A区

14 7.85 1. 47 0.57 10.82 B a Il 淡黄 100 

第26号住居跡出土遺物観察表（第45図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 I 備 考

1 杯 (14. 0) DEJL 普通 褐灰 25 N叫 I床
2 坪 (12. 6) 4.2 ABJ 普通 にぶい黄褐 30 A区

3 甕 (10. 0) ABJ 不良 にぶい橙 25 B区 I底部ヘラ削 り
4 甕 5.9 AJKL 普通 にぶい橙 30 A区

第27号住居跡（第46図）

Q •R-4 グリ ッ ドに位置する 。 第 2 号・第39号住

居跡に切られ、第26号住居跡を切っている。南東部は

調査区外になっている。平面は、不明で深さ19cm程を

測る。確認できた北東 ・南西壁より、主軸方位は、 N

-29°-wを指す。

カマドは、確認できなかった。

遺物は、須恵器坪、土錘と鉄製品が出土した。鉄製

品は両側に扶りがあり、重さは9.80 gである。

第28号住居跡（第47• 48図）

Q-4グリッドを中心に位置する。第43号・第44号

住居跡の上に乗り、第2号住居跡に切られている。平

面は、軸長5.40mX5.17mのやや歪んだ方形で、深

さ17cm程を測る。壁溝は北壁と西壁の一部で検出し、

第27号住居跡出土土錘観察表

幅14cm程、深さ 3~6cm程を測る。主軸方位は、 N-

2s. 5°-wを指す。

カマドは、北壁の中央に設けられている。燃焼部は、

100cmX60cmで床面から深さ16cmを測る。煙道部は25

cm程確認できた。

遺物は、土師器坪・甕、土錘、石製紡錘車、耳環、

臼玉、管玉が出土した。紡錘車・玉類は覆土からの出

土である。4の紡錘車は未製品で、長径4.34~4.72 

cmの方形気味、短径3.12~3.30cm、孔径0.47cm、高

さ3.10cm、重さ89.32 g。5は金銅製耳環で外径l.62 

cm、内径0.93cm、重さo.20 g。6は臼玉で径11.2~ 
11.8mm、5.0mm、孔径2.7mm、重さ0.94 g。7は石製

管玉で、長さ11.2mm、径3.4mm、孔径2.0mm、重さ2.29

gである。

番号 1 長さ

5. 75 

径

1. 39 

孔径

0.53 

重三旦）
8.17 

] : I1曳黄色調 1残悶％）
備 考
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第46図第27号住居跡
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1 疇色 （10YR3/2) 地山土多、焼土・炭少
2 黒褐色 (10YR3/2) 地山土・炭少、焼土プロック

3 黒褐色 (10YR3/2) 地山土・焼士・炭化物少、白色粘土少

4 黒褐色 (10YR3/2) 地山土多、焼土・炭化物僅か
5 暗褐色 (10YR3/3) 

6 灰黄褐色土プロック(10YR5/2)砂質土

□ 
10cm 
9 : 4 

2m 
1 : 60 

ご I 2 

゜0 3cm 

I r I I 9. 2 

第27号住居跡出土遺物観察表（第46図）

番t}|器坪種 1]2□1竺：I唸げIB]L土 1:成[]色調 1残:;%)|S]21：;：号 1底部右回転へ：ぅ削り考

第28号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存（％） 備 考

1 (2.20) 1. 47 0.60 (3. 48) Ba 浅黄橙 20 B区

2 (2. 40) 1. 74 (0.58) (3.11) B 褐灰 10 A区

3 (2. 63) 1. 35 0.65 (3. 64) Aa 橙 20 A区

4 (2. 91) 1. 50 0.58 (4. 69) Ba 灰黄褐 30 A区

5 (3.54) 1. 33 (0.60) (2. 65) Ba 褐灰 30 A区

6 (3. 08) 1. 56 0.51 (6. 07) Ba にぶい橙 50 B区

7 (3.91) 1. 39 0.50 (6. 37) Ba にぶい橙 70 A区

8 (4. 23) 1. 38 0.50 (6. 66) Ba 浅黄橙 80 ， (4.19) 1. 56 0.58 (7. 31) Ba 淡黄 80 A区

10 (4. 48) 1. 22 0.45 (5. 43) Aa にぶい橙 80 

11 (4. 95) 1. 48 0.55 (7.13) B にぶい橙 70 

12 (4.19) 1. 94 0.62 (9. 20) C 褐灰 40 A区

13 (7.16) 1. 45 0.50 (12. 03) Ba 淡黄 95 
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第47図第28号住居跡・カマド
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1 暗褐色 （10YR3/3) 地山土少、炭・焼土僅か
2 尉色 (10YR3/2) 地U土及褐灰土プロック多、焼土・炭少
3 噺易色 (10煎3/3) 地山土及褐灰土を均等に含み、焼土 ・炭少
4 炭化物層
5 暗褐色 (10YR3/3) 
6 黒褐色 （10YR3/l) 褐灰色土のプロック、焼土 ・炭少
7 にぷい黄褐色（10YR4/3) 地山土プロック、焼土 ・炭僅か

Pl 
1 にぷい黄褐色（10YR4/3) 炭・焼土僅か、地山土少
2 麟色 (!OYR3/2) 焼土・炭・地山土少
3 暗褐色 (!OYR3/3) 地山土多、焼土・炭僅か

貯蔵穴

1 灰黄褐色 （10YR4/2) 焼土・炭僅か
2 褐灰色 (!OYR4/1) 焼土 ・炭少
3 黒褐色 (10YR3/2) 地山土（プロック含）・焼土・炭少
4 暗褐色 (10YR3/3) 地山土（プロック含）多、炭僅か
5 にぷい黄褐色(!OYR4/3) 地山土主体、根によるカクラン

カマド

<1 

ー
、V

」
g
.
E

9

<

 

1 にぶい黄褐色（10YR4/3) 焼土 ・炭化物多
2 褐色 (10YR4/4) 地山土多、焼土・炭少
3 褐色 (10YR4/4) 地山土・焼土プロック多、炭少
4 黒褐色 (10YR3/l) 炭化物主体
5 黒褐色 (10YR3/2) 地山土・焼土少、炭化物
6 赤褐色 (5YR4/6) 焼土プロック主体
7 黒褐色 (10YR3/2) 地山土・炭少、焼土プロック多
8 黒褐色 (10YR3/l) 地山土少、炭多
9 灰黄褐色 (10YR4/l) 珈ll十キ体、炭僅か

B 93.9● B-

Im 
1 : 30 
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第48固第28号住居跡出土遺物
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第28号住居跡出土遺物観察表（第48図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 | 備 考

1 杯 (12. 6) 5.4 BEJL 普通 橙 80 応4
2 杯 (13. 4) H 普通 褐 20 NQ3 床十4cm暗文土器
3 甕 (15.6) DGJ 普通 にぶい赤褐 45 No5 p 4 

第29号住居跡（第49• 50図）

M•N-7·8 グリッドに位置する 。 第30号住居跡

カマドを切っている。壁溝により確認できたもので、

北壁は不明であるが平面は、軸長4.48mX5.6lmの

やや歪んだ方形である。壁溝は、 19~77cm、深さ 4~

11cm程を測る。主軸方位は、 N-25°-Wを指す。

カマドは、北壁部分のやや西寄りに設けられてい

る。燃焼部は、 74cmX33cmで楕円形を呈し、深さ15

cmを測る。

柱穴は4本の主柱穴が検出された。Pl・2は長軸

75~80cm、短軸50~58cmの楕円形で深さ70cm、p5. 

6は径45~50cmの円形で、深さ38~45cmを測る。

遺物は、土師器甕、土錘、石製紡錘車、石製模造品

の有孔円板が出土した。石製品はいずれも壁溝から出

土した。3は石製紡錘車で長径3.96cm、短径1.96~ 

2.03cm、高さ2.05cm、0.69~0.73cm、重さ46.35 g。

4は石製模造品の有孔円板で、縦2.70cm、横3.04cm、

厚さ0.35cm、孔径1.0~1.2mm、重さ5.44 gである。

第30号住居跡（第51• 52図）

N-8グリッドを中心に位置する。第29号住居跡に

切られ、第36号・第73号住居跡を切り、第50号•第

51号住居跡の上に乗っている。平面は、軸長4.14m

X4. 37mの方形で、深さ 16cm程を測る。壁溝は断続

的であるがほぽ全周し、幅8~20cm、深さ 4~5cm程

を測る。カマドのある北壁を除いて拡張が認められ

た。主軸方位は、 N-30°-Wを指す。

カマドは、北壁で西寄りに設けられている。燃焼部

は、 125cmX57cmで楕円形を呈し、深さ17cmを測る。

煙道部は燃焼部と段差を有し、 13cmほど確認できた。

遺物は、土師器杯・甕、須恵杯・蓋 ．瓶口縁部、土

錘、砥石が出土した。13• 14は砥石で、 13は完形で

5面使用され、縦3.80cm、横3.94~4.13cm、厚さ0.98

~1.38cm、重さ30.92 g。14は一方が欠損し5面使用

されている。残存長3.65cm、幅2.53~3.00cm、厚さ

1.08~1. 71cm、重さ28.18 gである。
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第49図第29号住居跡

I "'I 
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夏〕
｀氏
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B 63.7, 
pl 8

-
P2 

a 黒褐色 (IOYR3/1) 炭多、焼土、地山土少
b 明赤褐色 (5YR5/6) 焼土プロック・炭少
c にぷい黄褐色(IOYR4/3) 地山土主体、焼土僅か
1 灰蜘色 (IOYR4/2) 地山土プロック多、炭・焼土僅か
2 にぷい黄褐色(IOYR5/4) 地山土主体

C 63.7● 
P, C' p5 

4 2 4 

三
E 93 .7• E 
- P7 ― 

言

F 63.71 F' 
P, 

2m 
I :60 

Pl 
1 にぶい黄褐色（10YR4/3) 地山土少、焼土・炭僅か
2 にぷい黄褐色(10YR5/3) 地山土多、焼土僅か
3 にぷい黄褐色(10YR5/3) 地山土少、焼土僅か
4 にぷい黄褐色（10YR4/3) 地山土多
5 にぶい黄褐色(!OYR5/3) 地山土主体
6 にぷい黄褐色（10YR4/3) 地山土少、焼土僅か
7 にぶい黄褐色（10YR4/3) 地山砂多、炭化物僅か

P2 
1 灰黄褐色 （10YR4/2) 地山土多、炭・焼土僅か
2 にぷい黄褐色(10YR4/3) 地山土少、炭・焼土僅か
3 にぷい黄褐色(10YR5/3) 地山土多、炭化物僅か

P3 • 4 
1 灰黄褐色
2 灰黄褐色

P5・6 
1 灰黄褐色
2 灰黄褐色
3 灰黄褐色
4 灰黄褐色

(IOYR4/2) 地山土含、炭僅か
(IOYR4/2) 地山土少

P7 黒褐色

P8 
(10YR4/2) 皿土多、炭・虹僅か 1~色
(10YR4/2) 地山プロック、年・炭イ直差か 2 疇色
(10YR4/2) 地山土プロック少、焼土・炭化物僅か 3 黒褐色
(10YR4/2) 地山土少

(!OYR3/2) 地山土少、炭化物僅か

(10YB2/2) 地山土プロック多
(10YB2/2) 地山土含
(10YB2/2) 地山土プロック少
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第29号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径

1 (3.34) l. 83 (0.56) 
2 (3. 79) 1. 34 0.55 
3 {4.04) 1.82 0.60 

重さ(g)

(6. 26) 
(6. 27) 
(10. 91) 

分類 色調：ロ 残存（％）

壁溝
p 2 

50 I壁溝

備 考

第50図第29号住居跡出土遺物
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第29号住居跡出土遺物観察表（第50図）

番：］器：種 1臼：烹I器高1底径 [])E土］］：成1;：し：：橙「］］％）I;：口；『： 備 考

第30号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存（％） 備 考

1 (3.15) 1. 53 0.58 (5.06) Ba にぶい黄橙 40 D区

2 (3.42) 1. 46 0.55 (6. 54) A にぶい黄橙 30 D区

3 (3.94) l. 48 0.50 (7.09) Ba 浅黄橙 60 D区

4 (4. 34) 1. 54 0. 55 (8. 99) Ba 褐灰 90 A区

5 (5.18) 1. 59 0. 75 (9. 23) Ba にぶい橙 80 c区
6 (6.39) 1. 58 0.52 (11. 15) Ba 橙 80 C区

7 6.54 1. 64 0.55 14.58 Ba III 黄灰 100 C区

8 6.85 1. 80 0.50 23.43 Barn 浅黄橙 100 B区， 7.04 1. 87 0.64 23.27 Ba III 淡黄 100 A区

10 7.83 1. 94 0.48 (23.40) Ba皿 黄灰 95 D区

11 (7. 17) 2.38 0.45 (28. 40) Ca皿 浅黄 90 c区
12 6.90 2. 73 0. 60 41. 59 Ba ill 淡黄 100 c区

第30号住居跡出土遺物観察表（第52図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 杯 14. 1 3.6 AFG 普通 にぶい橙 90 NQ7 

2 杯 (12.6) 3.2 DJ 不良 にぶい橙 30 c区
3 杯 (12. 4) 3.0 BD 不良 橙 20 D区

4 杯 (12. 6) 3.9 BD 不良 橙 25 N叫 床十 5cm 

5 杯 (12. 0) BE 普通 橙 15 B区 暗文土器

6 椀 10.2 B I J 良 灰 60 NQ8 床 底部右回転周辺ヘラ削り

7 蓋 (16.4) B 良 暗灰 10 D区

8 瓶 (7.6) 良 灰 30 D区， 甕 (14. 0) BF 不良 にぶい橙 10 D区

10 甕 (23. 0) BG 不良 橙 35 c区
11 甕 (24.0) BE 不良 にぶい橙 15 B区

12 甕 (24. 0) BJ 普通 にぶい橙 60 No9 • B区 床
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第51図 第30号住居跡 ・カマド
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旦O，い， 04

p2 ◎p3 ③ 

B' 

ー

---―｀冒瓢

可 P, 
D 63.8■ P2 - D' C63.8• C' 

言 雪
．E ＿ 63.8, P3 ＿E． ' 

p4 
F 63 8• F' 

言9

2m 
1 :60 

カマド

v̀
 

<| 

可

．
 

•n,v 

1 にぷい黄褐色（IOYR4/3) 焼土粒子、カーボン粒子
2 褐色シルト (IOYR4/4) 明黄褐色シルト
3 褐色 (IOYR4/4) カーボン粒子
4 にぷい黄褐色(IOYR4/3) 白色粒子
5 暗褐色シルト(IOYR3/3)
6 暗褐色シルト(IOYR3/3) 明黄褐色シルト極多
7 にぷい黄褐色(IOYR4/3) 炭化物・灰白色シルト
8 明黄褐色シルト(IOYR6/6)
9 褐色シルト (IOYR4/4) 明黄褐色シルト極多
10褐色砂粒 （IOYR4/4) 
11 褐色シルト (IOYR4/4) 

Pl 

1 茶褐色

2 暗茶褐色
3 暗黄褐色

P2 

1 暗灰褐色
2 灰白色
3 灰白色
4 暗褐色
5 灰褐色
6 茶褐色

P3 
1 暗茶褐色

2 灰褐色

3 茶褐色

P4 
1 茶褐色

2 暗褐色
3 黄褐色

(10YR6/4) やや砂質、焼土 ・炭化物少
(10YR4/4) 焼土・炭化物やや多、黄褐色土少
(10YR7/6) 暗褐色土やや多

(10YR6/3) 焼土・炭化物少、黄褐色土やや多
(2.SYRB/6)焼土・炭化物少、暗褐色土やや多
(2.SYRB/6)疇釦少
(10YR4/2) 黄褐色土少
(2.5YR7/4)焼土・炭化物少
(lOYRS/6) 焼土 ・炭化物やや多

(10YR4/6) 焼土・炭化物 ・黄褐色土少
暉 7/1) 灰醗質註体炭化物・類虹 ・

茶褐色土少

(10YR6/6) 炭化物少、黄褐色土やや多

(10YR5/6) 焼土・炭化物・灰褐色土少
(10YR3/3) 焼土 ・炭化物やや多
(10YR7/6) 茶褐色土少

B 63.7a a・ 

冒

1 茶褐色 (10YR5/3) 焼土 ・炭化物・黄褐色土やや多
2 暗橙褐色 (Z.5YR5/8)焼土を主体、暗褐色土 ・炭化物多、

黄褐色土少

3 暗褐色 (10YR3/4) 焼土・炭化物やや多、黄褐色土少
4 暗茶褐色 (10YR5/6) 焼土・炭化物圏堕か、黄褐色土少

Im 
1 : 30 
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第52図第30号住居跡出土遺物
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第31号住居跡（第53図）

L-8グリッドを中心に位置する。平面は、軸長

2. 35mX2. 60mの台形で、深さ11cm程を測る。主軸

方位は、 N-18°-Wを指す。

カマドは、北壁中央に設けられている。燃焼部は、

112cmX 60cmで、床面から深さ10cmの浅い窪み状を呈

している。

遺物は、須恵器杯片・蓋片、土師器杯片・甕片が出

土したが、図示できるものはなかった。

第53図第31号住居跡・カマド

可

I 
"I 
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こ

呵
< 

B 63.7, B' 

言

1 にぶい黄褐色（10YR4/3) 地山土少、焼土僅か
2 にぶい黄褐色(10YR5/3) 地山土多
3 にぷい黄褐色(10YR4/3) 地山土多、焼土僅か
4 にぷい黄褐色(10YR4/3) 地山土少

Pl 
1 にぷい黄褐色(10YR4/3) 白色微粒子・地山土少、焼土・炭化材僅か
2 褐色 （10YR4/4) 地山土多、焼土・炭僅か

2m 
l:60 

カマド

v̀
 

V̀
 

ー

B 63.5• B' 

冒

•C9< 

1 暗茶褐色
2 茶褐色
3 褐色
4 暗橙褐色
5 暗黄褐色
6 橙褐色
7 茶褐色
8 茶褐色

(10YR4/4) 焼士・炭化物・黄褐色土やや多
(10YR5/6) 焼土・炭化物やや多
(10YR6/4) 焼土・炭化物僅か
(7.5YR6/6)焼土・炭化物多
(10YR7/4) 焼土・炭化物少
(7.5YR8/8)焼土塊
(10YR4/6) 焼土・炭化物やや多
(10YR5/4) 焼土・炭化物僅か

Im 
1:30 
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第32号住居跡（第54図）

0-7グリ；；ドに位置する。第14号・第15号住居跡

に切られている。平面は、軸長3.14mX4.16mの長

方形で、深さ 7cm程を測る。主軸方位は、 N-29°―

Wを指す。

第32号住居跡出土遺物観察表（第54図）

番号I器種 口径 器高 底径 胎土 焼成

カマドは、北東壁に設けられている。燃焼部は、 91

cmX 53cmで楕円形を呈し、床面から深さ 5cmの浅い窪

み状を呈する。

遺物は、土師器杯・甕が出土した。

色調 残存（％） 注記番号 備 考

杯 12.0 AD 普通 にぶい橙 60 Nol カマド左袖

3 4 2 

杯 (14. 0) 3. 7 BD 普通 灰褐 40 Na2 • B区 床十 4cm 内面一部油煙付着

坪 (14. 0) 3.8 E 普通 褐

甕 (7. 2) AEJL 普通 橙

第33号住居跡（第55• 56図）

M-8 • 9グリッドに位置する。第59号・第60号・

第62号住居跡を切っている。平面は、軸長4.30mX4.93

mの台形で、深さ20cm程を測る。主軸方位は、 N-21°

-Wを指す。

カマドは、北壁の東寄りに設けられている。燃焼部

は、 106cmX66cmで楕円形を呈し、床面から深さ10cm

第33号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g)

1 (2.68) 1. 54 (0.46) (3. 55) 

2 (2.90) 1. 60 0.52 (5. 81) 

3 (5. 16) 1. 94 0.50 (13. 92) 

4 6.33 1. 48 0.48 11. 70 

5 6.06 1. 78 0.55 14.96 

6 (6. 20) 1. 85 0.58 (18. 15) 

7 (6. 37) 1. 81 0.51 (17. 15) 

第34号住居跡（第57• 58図）

N-8 • 9グリッドを中心に位置する。第36号住居

跡に切られ、第50号・第51号住居跡の上に乗ってい

る。平面は、軸長5.6lmX6.02mの方形で、深さ15

cm程を測る。壁溝は、断続的ではあるがほぽ全周し、

幅12~17cm、深さ4~12cmを測る。主軸方位は、 N

-67°_Eを指す。

柱穴は4本の主柱穴が検出された。長軸80~87cmX

短軸45~67cmの楕円形と径70cmの円形で、深さ45~

70cmを測る。

カマドは、東壁の南に偏して設けられている。燃焼

15 A 区• B区 内面黒色

60 B区

を測る。煙道部は燃焼部との間に段差を有し、 57cm確

認できた。

遺物は、土師器杯・甕、須恵器蓋、土錘、石製紡錘

車が出土した。10の紡錘車は、 一部欠損しているが長

径3.83~3.37cm、短径2.77~2.80cm、高さ1.54cm、

孔径0.66~0.75cm、重さ33.59 gである。貯蔵穴の上

面から 9の甕と共に出土した。

分類 色調 残存（％） 備 考

B 橙 B区

Ba にぶい黄橙 40 B区

Ba にぶい黄橙 60 C区

BaN にぶい橙 100 カマド

BaN 褐灰 100 A区

Ba 

Ba 

橙 90 貯蔵穴

淡黄 90 c区

部は、 195cmX56cmで楕円形を呈し、床面から深さ16

cmを測る。

出土遺物は、土師器坪、須恵器杯、土錘、鉄製品、

石製模造品、臼玉、土玉が出土した。図示はできない

が緑釉陶器片が出土した。5の石製模造品は有孔円板

で、縦2.25cm、横2.80cm、厚さ0.32~0.52cm、重さ

4. 96 g。床から僅かに浮いた状態で出土した。6は刀

子で、重さ29.82 g、覆土中から出土した。7~10は

臼玉で、 7は径4.7mm、厚さ2.8~4.0mm、孔径1.8mm、

重さ0.14g。8は径5.1mm、厚さ2.2~3.6mm、孔径

2.0mm、重さ0.14g。9は径6.0~6.1mm、厚さ3.7~ 
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第54図第32号住居跡
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1 茶褐色
2 暗黄褐色
3 灰褐色

4 暗黄褐色
5 暗黄褐色
6 焼土塊

(lOYR5/3) 黄褐色土少、焼土・炭化物僅か
(10YR7/8) 茶褐色やや多、焼土 ・炭化物少

(lOYRB/4) 粘質、鉄・マンガン斑多

(lOYRB/6) 茶褐色土やや多

(10YR7/6) 茶褐色土やや

P 1 • 2 
1 暗茶褐色

2 茶褐色
3 暗茶褐色
4 褐色

(10YR4/4) 焼土・炭化物やや多、黄褐色土多

(10YR6/4) 焼土・炭化物少

(10YR4/4) 焼土 ・炭化物少、黄褐色土やや多

(10粒6/6) 茶褐色土やや多

カマド

可 ＼ "1 

1 茶褐色 (lOYRS/3) 焼土プロック多量、黄褐色土やや多

2 暗橙褐色 (2.5YR4/8)焼土層、褐色土を僅かに

3 褐色 (10YR6/4) 焼土僅か、茶褐色土少

4 茶褐色 (10YR5/4) 焼土・炭化物やや多
5 暗茶褐色 (10YR4/6) 焼土・炭化物少
6 暗黄褐色 (10YR7/6) 茶褐色土やや多

<| 引 I侭葵鬱 7 灰褐色 (10YR7/3) 焼土・炭化物少

＜ 

B 63．虹 B 

‘ 
゜

Im 
1 :30 

三／こロ 三 二3 □□ 
10cm 
1 : 4 
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第55図第33号住居跡・カマド
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B 64.o. 
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B' 

曇 //]///̀/'`
1 褐色シルト (IOYR4/4) 白色微粒子多、カーボン粒子若干

2 褐色シルト (IOYR4/4) 明黄褐色土多

3 褐色シルト (IOYR4/4) 炭・灰

4 褐色シルト (IOYR4/4) 焼土極多

5 褐色シルト (IOYR4/6) 明黄色土粒若干
6 褐色シルト (IOYR4/6) 灰臼色シルト

7 明黄褐色シルト(IOYR6/6)
8 にぷい黄褐色(10YR5/4)

9 褐色シルト (IOYR4/4) 

カマド

可

＜ ． 

•0

' '9 

V
 

SKl 
G 63.6● G

i
 

鬱
SKl 

1 暗褐色 (JOYR3/3) 

2 褐色 (IOYR4/4) 

3 褐色 (10YR4/4) カーボン粒微
4 明黄褐色シルト(10YR6/6)

貯蘇穴

C 63.6, c・ 

貯蔵穴

1 にぷい黄褐色（10YR5/3) 灰白色シルト

炭化物

2 黄褐色シルト (10YR5/6) 炭化物粒子

3 明黄褐色シルト(10YR6/6)
4 黄褐色シルト (10YR6/8) 

5 黄褐色シルト (10YR6/8) 明黄褐色シルト

P, p4 
D 63.6■ D F 63 6■ F 

3 
3 

疇 馴
E 63.6● p, P2 

E' 

量

2m 
1:60 

•V 

Pl 
1 黄褐色シルト(JOYR5/6)

2 黄褐色シルト (lOYR5/~)
3 黄褐色シルト(lOYR5/8) 締まり強し

P2 

1 褐色 (lOYR4/6) 黄褐色土

2 褐色 (lOYR4/4) 
3 黄褐色シルト(lOYRS/6)

4 暗褐色シルト(lOYR3/4) 焼土・炭化物

5 黄褐色 (JOYRS/8) 

P3 

1 明黄褐色 (lOYR5/6) 

2 明黄褐色シルト(lOYR5/6)
3 褐色 (lOYR4/4) 

4 褐色 (JOYR4/6) 

5 暗褐色シルト(lOYR3/4) カーポン粒子
6 暗褐色シルト(lOYR3/4)

P4 

1 黄褐色 (JOYRS/6) 

2 褐色シルト (lOYR4/6) 

3 褐色土 (lOYR4/6) 締まり強い

ー
B 63.7● B 

｀ 1 褐色シルト (10YR4/4) カーポン粒子・焼土粒子若干

2 焼土層

3 疇色 (10叩 ／3) 釦こ多

4 にぷい黄褐色（10YR4/3)
5 明黄褐色シルト(10ill6/6)

6 にぷい黄褐色(lOYRS/4)

・
L
.
C
9
<
 

1 m 
1 :30 
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第56図第33号生犀跡出土遺物
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第33号住居跡出土遺物観察表（第56図）

10cm 
• 1 :‘ I 
―-i_ 

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存（％） 注記番号 備 考

1 杯 (12. 0) 2.2 B 不良 にぶい赤褐 10 p 2 
2 杯 (13. 2) 3.4 DEJ 不良 橙 45 池9

3 杯 (15.0) J 不良 にぶい橙 15 D区

4 蓋 (18. 8) 4.2 BL 良 褐灰 35 NQl 床つまみ径3.4~3.5cm

天井部ヘラ記号「x」、右回転ヘラ削り

5 蓋 (15. 0) BJ 良 灰 15 Na4 床十 5cm 天井部右回転ヘラ削り
6 蓋 (11.0) FL 不良 灰黄 45 D区 天井部右回転ヘラ削り

7 甕 (17. 0) 18.9 (5.4) DJ 普通 にぶい赤褐 40 NQ2 
8 甕 (21.0) BFJL 普通 にぶい橙 25 Na2 ， 甕 22.8 EJL 普通 にぶい橙 60 蜘6• B区 貯蔵穴

SJ33蜘5

第34号住居跡出土土錘観察表

番号 長さ 径 孔径 重さ(g) 分類 色調 残存（％） 備 考

1 (2.32) 1. 12 (0. 47) (1. 18) B にぶい橙 B区
2 (1. 99) 1. 25 0.55 (1. 75) Ba 褐灰 20 A区
3 (2.31) l. 39 0.45 (3. 22) Ba 淡黄 30 A区
4 (3. 00) 1. 45 0.58 (5. 40) Ba 淡黄 50 A区
5 (3. 52) 1. 47 0.68 (6.19) Ba 淡黄 50 B区
6 (4. 45) 1.50 0.55 (8. 03) B 黒褐 60 C区
7 (4. 55) 1. 80 0.55 (13. 61) B 橙 70 D区
8 4. 77 1. 73 0.62 10.93 BaV 橙 100 A区， (5.16) 1. 58 0.52 (11. 68) B 淡黄 90 D区
10 6.08 1. 31 0.48 9.30 B a W 橙 100 B区
11 (6.32) 1. 77 0.60 (14. 38) B にぶい橙 95 D区
12 6.32 1. 72 0.52 16.80 BaN にぶい黄橙 100 A区
13 (5.92) 1. 92 0.45 (18. 96) Ba にぶい橙 90 B区
14 6.53 1. 96 0.50 21. 63 Ba ill 褐灰 100 
15 7.97 2.05 0.55 (19. 54) Ba II 褐灰 90 D区
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第57図 第34号住居跡 '
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C 64.0, C‘ 

P, 貯蔵穴

E
-p3 P, 

,, 

P3・4 
1 灰黄褐色
2 黒褐色
3 黒褐色
4 黒褐色
5 黒褐色
6 黒褐色
7 黒褐色

(10YR5/4) 焼土・炭化物やや多、黄褐色土多
(10YR2/3) 炭化物層
(10YR7/8) 暗褐色土僅か
(10YR5/6) 焼土・炭化物 ・暗褐色土少

冒
1 暗茶褐色
2 黒褐色
3 黄褐色
4 褐色

P 1 • 2 
1 灰黄褐色 （10YR4/2) 地山土若干、焼土・炭少
2 黒褐色 (10YR3/2) 地山プロック ・焼土・炭少
3 黒褐色 (10YR3/2) 地山土•青灰色土プロ ック ・炭少
4 黒褐色 (10YR3/2) 地山プロック多、焼土・炭僅か
5 にぶい黄褐色（10YR4/3) 地山土多

(IOYR4/2) 地山土若干、焼土・炭少
(IOYR3/2) 地山プロック多、焼土・炭僅か
(IOYR3/1) 地山土少、焼土 ・炭僅か
(IOYR3/1) 炭化物多、焼土・地山土僅か
(IOYR3/l) 地山土多
(IOYR3/2) 地山土多
(IOYR3/1) 

P7 
1 黒褐色
2 黒褐色

pg 
1 黒褐色
2 黒褐色
3 黒褐色

(10YR3/1) 地山土少、焼土 ・炭僅か
(10YR3/1) 地山プロック、焼土・炭僅か

(10YR3/1) 地山土少、炭僅か
(10YR3/2) 地山プロック
(10YR3/2) 地山土多

貯蔵穴

1 黒褐色 (IOYR3/2) 地山土多、焼土・炭少
2 黒色 (IOYR2/1) 炭化物多、焼土少
3 黒褐色 (IOYR3/2) 地山土、焼土・炭僅か
4 黒褐色 （IOYR3/1) 地山土少、焼土・炭僅か
5 にぶい黄褐色(IOYR4/3) 地山土多
6 黒褐色 (IOYR3/2) 地山土多
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第58図 第34号住居跡カマド・出土遺物
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カマド
1 暗茶褐色 (IOYR5/4) 焼土 ・炭化物やや多、

黄褐色土少

2 暗茶褐色 （10YR4/4) 焼土・炭化物やや多、

黄褐色土多

3 赤褐色焼土 (2.5YR4/8)茶褐色土少
4 暗褐色 （IOYR4/3) 焼土 ・炭化物やや多

5 黄褐色 (10YR7/6) 焼土・炭化物極僅か、

暗褐色土やや多

6 暗褐色 (10YR4/3) 焼土 ・炭化物・

黄褐色土

7 暗赤褐色焼土(5YR4/8) 炭化物
暗褐色土やや多

8 暗黄褐色 (10YR6/4) 茶褐色土やや多
9 疇色 (IOYR3/4) 焼土・炭化物やや多、

黄褐色土少

Im 
1:30 

可 ／ □ 3 
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ーロ ー。
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10cm 
1 : 4 

◎
 

◎ 

cm 7 直 8

⑦ 

C[D 9 

ロ
012 

□) 
CID10 

り
0 3cm 

I I l l 1・2 ゜011 0 2cm 
I I I I 9 1 

胃
3.8mm、孔径1.6mm、重さ0.23 g。10は径1.8~2.3mm、

厚さ5.5~6.8mm、孔径2.2mm、重さl.48 g。7• 10 

は床面、 9は床上5cmで出土した。11• 12は土玉で、

25 INall 

11は径6.8~7.3mm、厚さ5.1~5.5mm、孔径1.8mm、重

さ0.29 g。12は径1.02~1. 07mm、高さ10.0mm、孔径

1. 0mm、重さ1.21 g。

IJり

- 68 -


	埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第264集　如意遺跡　大里農地防災事業六堰頭首工建設工事事業関係埋蔵文化財発掘調査報告- I-（2 0 0 1）1
	口絵
	発刊によせて
	序
	例言
	凡例
	目次
	挿図目次
	図版目次
	I 発掘調査の概要
	1. 調査に至る経過
	2. 発掘鯛査・報告書作成の経過
	3. 発掘調査・整理・報告書刊行の組織

	Ⅱ 遺跡の立地と環境
	Ⅲ遺跡の概要
	Ⅳ 遺構と遺物
	1. 住居跡




